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v、

紅
会
守
山
に
お
い
J
G
イ
〆
タ
l
ネ
ヅ
ト
の
没
浸
と

I
r技
術
の
荒
尽
に
つ
れ
て

イ
ン
タ
ー
チ
ソ
ト
j
に
尚
燃
を
羽
山
市
ず
る
ん
粒
宮
川

動
が
工
り
バ
た
に
な
り

ま

そ
の
こ
J
N

よ
コ

c
f
ン
タ
i
不
ソ
ト
！
の
商
際
俣
市
γ

紛
争
も
井

ν

ゐ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ん
こ
の

日
抽
出
の
紛
争
の
に
駆
け
は
、

ド
メ
イ
ン
お
し
）
刷
椋
の
批
触
問
題
で
あ
ろ
う
し
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

ー
中
川
固
に
お
い
て
す
で
に
多
数

の
裁
判
叫
が
存
布
、

J

、
さ
ら
に
法
軌
稲
川
J
U
滋
人
、

｛
一
に
の
解
決
が
U
九
戸
つ
れ
る
分
好
げ
に
と
1
1
5句
、
ぶ
一
J
t
ド
メ
イ
ン
主
以
外
に
も
、

検
索
一
〆
、
ン
〆
等
を
用
い
に
キ
ワ
ー
ド
検
去
一
乙
商
阿
川
こ
の
抵
触
と
い
う
す
八
一
て
ぺ
な
新
三
仕
瀬
川
の
紛
争
が
ヨ
じ
て
お
打
、

1j一
問
同

に
お
い
て
裁
判
に
ま
で
発
足
し
て
い
る

本
稿
で
は
、

f
ン
タ

i
ト
F

ト
ト
に
お
け
る
尚
際
の
伝
一
一
烹
に
持
主
す
る
川
中
市
川
庄
日
現
行
法
を
整
市
川
沈
較
し
ー
～
う
え
で
、
ノ
i

J

タ

ネッ

T
上

の

キ

ワ

i
ト
検
索
ど
尚
襟
ど
の
一
誌
散
問
題
に
つ
け
て
、

－d
／
れ
持
者
の
宣
れ
と
向
日
比
現
行
ノ
者
と

L
ζ
の
I
S
F

日
昨
年

J
2
n
F
L

可
】
「
ハ
ヨ
丈
一
に
『
）

んむ
υ
貝
汗
の
両

i
f
L
4
Rし
て
、
円
巾
両
「
直
心
現
行
法
一
ゲ
↓
片
品
必
に
そ
の
規
律
の
在
か
り
与
を
比
較
日
常
村

（！メ人民半、日：／三もn］（〕79'20;2_ 1. 



r日

J

～」、
ν

、lJ
j
l
w

ι町

山

ヰ

同

十

の
お
際
保
」
花
氏
川
の
軌
品
J

と
迫
状

日
中
－
判
同
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ソ

J、
円問

本
土
早
で
は
、
内
際
法
と
fm
正
競
争
防
止
法
を
中
心
に
、
布
川
棋
の
保
護
に
却
す
る
円
中
叫

E
の
現
行
法
規
、

ζ

れ
わ
日
イ
シ
タ
ネ
ゾ

ト

f
の
指
標
保
一
議
に
対
応

γ
る
南
出
の
法
規
定
な
い
）
〆
そ
の
ア
ブ
ロ
チ
を
沈
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
一
川
と
短
町
中
一
考
察
す
る

U

内
研
工
心
川

中
頃
法
の
状
州
出

古
川
地
中
氏
L

お
は
わ
る
川
山
本
ロ
シ
一
村
済

中
国
首
謀
訟
と
一
来
い
い
な
日
時
ιげ
両
信
を
ハ
λ
し
い
す
る
じ
つ
の
れ
為
を
規
定
し
て
い
る

で
の
う
ち
一
サ
な
い
し
山
口
勺
は
日
ノ
体
的
な
行
バ
司
令

列
挙
し
て
い
る
が
、

1

他
人
の
九
リ
録
凶
椋
専
川
用
権
に
そ
の
恨
の
損
ゴ
ロ
わ
J

つ
え
る
こ
と
わ
定
め
た
斗
u
h
d
u
U
リ
長
時
一
に
和
i
f
記
さ
れ
て
い
な

い
決
汎

い
わ
ゆ
る
包
括
条
F
（
て
ゐ
る
〈
」
こ
の
よ
う
山
、
凶
四
川
院
は
巴
V
U出
絞
に
出
町
仇
LT
ゐ
訓
し
い
類
別
の
商
機
佼
i
［二

法
的
一
t
，
心
性
の
観
点
か
ら
い
乙
ば
問
題
が
な
い
わ
け
ご
は
な
い

同も
株主J
iJ:: I，［：も

のご
,f 主
d、る

iiえよ
ノ

トj iご

!;;'. ＇~ 法計
fc さ
1!i証 才工
条て
持ljiい

υ 吋

がL I~ 
ア＇ ,. 
司＼＇
ii:、え
？厚る
主正： が
ふ益
Jc 
L、
と

上

l記

り
て
こ
で

矢

rn号
の
包
括
条
項
に
寸
前
当
十
ゐ
侵
ハ
ナ
行
為
の
凡
体
内
が

記
さ
れ
て
き
た

つ
ま
h
、
ま
ず
、

つ
の
民
体
的
な
行
為
を
そ
の
他
の
損
害
、
ケ
リ
与
え
る
」
行
為
こ
し
て

一一ハ
J
〈

U

介
育
研
悌
作
実
施
条
例
4
0条
は

同
品
定
し
、
ー
ら
に
そ
の
絞
一
け
？
以
内
裁
の
寸
法
解
釈
で
あ
る

年
一
段
際
民
事
紛
争
手
打
者
迎
に
お
け
る
け
出
件
泡
川
市
の
れ
問
題

に
羽
却
す
る
町
清
人
民
法
院
む
解
釈
」
♂
以
一
、
商
標
事
が
い
司
法
解
釈
t

こ

γつ）

。。

条
は
一
一
つ
の
長
体
的
な
行
為
九
七
、
一
幻
加

L
ーにわ
J

民

刊
山
川
両
ヰ
法
王
一
一
タ
米

日

J
R号
に
川
明
J
止
さ
い
九
る
侵
害
行
為
と
合
わ
せ
れ
ば
、
ム
H
d
h
h

つ
の
じ
己
ハ
ル
仲
町
、
d
u
M
Iノ
汀
為
が
μ
笠
で
さ
れ
て
レ
る
（
す
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ん
と
れ
れ

J

、
必
以
り
派
閥
際
催
者
心
一
副
訴
を
受
け
ず
に
、
同
又
は
額
以
の
凶
円
山
に
笠
録
尚
様
と
同

f
人
は
類
似
す
る
筒
僚
を
使
川
す
る
ヤ

と
（
潤
操
作

4
二
条
口
店
、
品
川
）
丘
録
宥
阿
川
内
サ
以
一
後
を
伝
ニ
u」
1
4
h
v
宥
u
川
を
販
売
す
る

γ二
（
（
司
正
竺
、
必
他
人
の
な
ロ
向
精
襟
の
怯
識
を

偽
造
リ
ム
ポ
し
く
は
年
一
附
で
製
造
し
、

又
は
偽
治
v
b
し
く
は
日
断
て
製
造
さ
れ
た
な
録
商
標
の
標
識
を
販
売
す
る
三
こ
へ
珂
今
一
号
、
③
存

日
締
高
川
襟
権
者

η
司
、
り
や
’
一
作
ず
に
、

一f
〉
セ
ペ
ポ
可
折
、
ー
〆

1
1
2
j
I
i」、

2
l
r
z
z
主
計
七
J
F
1
l
4
f
v／

か
っ
そ
り
取
り
終
え
に
持
襟
に
係
る
説
市
九
七
丹
伎
山
駄
に
流
通
さ
冷
一

る
こ
こ

（
日
パ
ピ
V

）
、
一
切
川
川
又
は
類
似
の
州
間
口
引
に
旭
人
の
な
録
古
川
際
、

ι日
ソ
ん
は
涼
似
の
標
識
を
日
間
f

叫hvh
称
又
は
州
門
戸
叫
の
れ
ノ
鋲
装
飾

と
し
て
間
川
［
、
n

公
衆
に
お
認
を
作
じ
、
手
T
る
こ
と

「商問
v
法
戸
人
見
条
例

4
0条
一
口
勺
）

む
な
「
以
前
煙
害
出
格
を
佼
宝
口
「
る

行
為
の
ド
め
に
、
民
志
に
、
保
管
、
輸
送
、
郡
山
氏
、

M
M川
区
ほ
ど
の
加
に
訴
を
浜
、
ず
る
こ
と

（
向
い
す

J

、
乞
怯
へ
の
守
録
此
拡

J

と
同
一

λ

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

は
類
似
心
文
字
乞
企
去
の
同
号
と
し
、
同
一
寸
人
は
顎
似
の
商
品
に
町
－
4

で
に
使
用
し
、
限
付
和
公
衆
に
行
為
け
劫
に
扶
訂
訪
日
γ
牛
じ
き
せ
る
こ
と

へー斤戸
J
占
下
仕

JdJ民
解
釈
一
条

号
）
、
③
犯
人
、
川
M

登
似
し
だ
事
名
防
諜
又
は
そ
の
ム
下
剛
丈
ば
部
分
主
保
袋
、
一
明
倣
、
翻
訳
［
、
一
同
一
又
は

類
似
て
な
い
向
日
に
尚
伐
と
し
ν

、
使
用
し
、

般
公
衆
JY
誤
解
さ
作
る
こ
と
と
、
当
該

z
u
u商他州出品リ
M
M
人
の
刊
援
に
日
間
竿
を
J

つノ
J
G
叫

川
町
牲
が
め
る
も
の

（
同
三
日

d

）
、
①
仇
人
（
U
A
パ
リ
緑
内
田
川
と
い
川
一
又
は
類
似
、
り
文
字
を
h
h

メ
イ
ン
名
2
し
て
な
日
献
し
、
？
っ
勺
該
ピ
メ
イ

ン
名
主
涌
？
以
て
悶
係
商
品
の
定
p
j
雨
な
引
を
行
い
、

（
同
一
号

関
係
公
災
に
容
易
に
設
J
h
b
孔
止
じ
さ
砕
る
も
の

の
九
つ
ご
占
め
る
c

尚
悼
法
実
施
条
例
と
商
店
川
豆
一
件
司
法
解
釈
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
H
ハ
体
的
な
侵
害
行
為
は
、
川
刈
示
列
品
主
で
あ
る
た
め
、

こ
L

3
コー之、

J
オ
よ
一

3
4

市
？
刊
行
為
に
一
出
府
し
な
い
行
為
三
あ
っ
て
も
、
F

付利川汁広
I
4
一
条

IE方
の
包
括
規

っ
て
い
川
に
U
f司
令
」
乙
ド
M
r凡
誌
で
あ
る
υ

た
だ
、
説

操作
mh民
生
円
七
品
に
同
L
、
既
に
－
肌
刈
な
外
ノ
ケ
規

ミレ

7ur九
、
ー
は
引
い
又
拾
に
お
い
て
、
問
芯
と
さ
れ
る
行
為
が
こ
れ
ら

の
列
挙
以
J
Iに
該
当
す
る
か
T
h
J

か
が
争
わ
れ
る
、
一
乙
が
多
い
口

γ7 
／ 

高
川
襟
採
り
長
山
よ
口
に
刻
計
二
Q

，K
済
に
つ
い
と
、
ふ
凶
際
主
ト
れ
司
法
解
釈
二

条
一
心
は
、

Jh
円
の
停
止
、
妨
害
の
折
除
、
危
険
の
除
土

・1 

ロ甲山弁
U
賠
償
、

中
時
制

V
W寸

て
L
る
。
こ
の
う
ち
、
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
辿
失
＃
定
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
刀
紋

（！メ人民半、日：／三も81 ]()81 '20;2. 1. 



r日

済
方
法
に
つ
い
て
は
故
三
又
は
迎
火
主
張
件
と
せ
ず
、
侵
中
行
為
又
は
H
H
U
L
一
可
院
院
が
あ
れ
ば
認
め
つ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る

r

木
正
む
」
沼
防
i

司
法
に
お
け
る
似
す
よ
と
紋
ほ

J、
円問

中
日
ナ
ハ
正
競
争
‘
防
法
は
、

一
司
類
、
心
不
正
抗
予
行
為
を
μ
八
件
的
に
列
挙
し
て
い
る
」
こ
の
う
ら
説

育
条
か
り

」
長
二
三
、
／
」

／

f
l
T
1
L
寸

襟
と
湾
市
ー
す
る
の
は
、
他
人
の
円
以
緑
内
標
を
叶
自
問
す
る
行
局
を
に
小
t
t
説得
γ
行
ハ
ヅ
ニ
定
比
一
～
苛
粂

項
て
あ
る
o
u
R
体
的
に
ど
の
で
「
な

行
為
が
弓
用
行
為
に
該
当

γ
る
古
に
つ
い
て
、

v一
法
潟
係
者
は
本
条
心
、
け
訟
に
お
川
て
、

bw何
者
が
京
市
な
山
場
競
争
に
従
事
し
、

」
の
商
品
リ
へ
は
役
訪
を
他
人
心
情
品
え
は
役
務
tu山
口
川
さ
せ
、
消
費
者
の
玖
認
又
は
訳
購
入
を
μ
f
じ
さ
は
じ
又
は
生
じ
さ
廿
る
お
千
れ
が

h
 

為
司
令
行
為
を
い
う
と
し
と
お
り
、
H
7
J
N山
も
お
お
む
ね
二
、
れ
を
支
持
L
てしい司

こ
の
ほ
か
、
ネ
y

～
ワ

l
ク

H
C
行
為
が
虚
偽
な
11hru行
為
し
一
さ
れ
れ
目
、

こ
り
ょ
、
つ
な
行
為
を
胤
制
す
る
不
了
ど
問
下
川
引
け
い
九
条

げ
か
透
川
刑
さ
れ
る
い
と
に
な
ろ
う

ν

一
同
条
に
い
う
虚
偽
な
広
色
行
ム
？
と
は
、

経
戸
者
y
n
M
h
h先
制
少
川
に
r
d

い
て
ー
仏
台
え
は
位
C
方
3

い
や
昂
じ

亡
、
商
品
£
は
役
誇
の
け
m玄
、
竹
服
、
用
、
山
、
生
点
作
言
、
ム
廿
効
期
限
、
意
地
等
心
事
実
と
不
一
致
広
怯
誌
を
公
闘
し
、
出
？
？
い
の
相
干
ん

一。

に
か
鮮
な
宇
マ

d

さ
せ
又
は
4
日
〆
さ
せ
る
川
院
佐
ト
が
お
る
行
為
で
あ
る
つ

xJ」、ヮドド、

ヰ
ル
染
か
、
り
一
－
h
条
い
お
い
亡
列
挙
3
れ
℃
い
る
行
為
い
一
政
7

一4

〕
な
い
場
人
u
で
あ
っ
て
J

、υ
、
一
般
条
刑
、
で
あ
る
一
条
一
項
ピ

詑いいっき不一
J
紋
与
行
為
を
認
定
す
る
こ
と
、
引
可
能
で
あ
り
、
品
供
刊
J

刊
乞
数
多
く
存
ム
拝
、
〕
、
同
様
桟
が
佐
川
き
さ
れ
る
は
崎
却
に
お
レ
て
も
こ

の
牧
条
河
（
古
池
山
川
一
き
れ
る
例
が
あ
る
ロ

木
正
川
一
関
与
行
為
に
刻
λ
J
る
紋
済
に
つ
い
て
、

Tmu紛
争
防
止
法

八
ハ
一
条
で
は
損
害
賠
償
責
粁
の
み
が
明
確
に
氾
め
ら
れ
、

可
h
h

六
は
ず

べ
て
の
京
市
抗
争
行
為
に
山
地
川
さ
れ
る
U

y

で
し
て
、
池
？
へ
の
な
録
路
標
を
可
用
一
G
J

ゐ
行
為
に
つ
い

一
二
条
は
さ
ら
に
＋
問
機
法
の
規

定
に
ハ
K
、
っ
こ
規
定
？
て
、
る
。
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ド
メ
イ
J

名
関
川
地
法
制
の
整
備

村
田
］
取
山
叶
人
民
法
院
は

一戸、心

1yuけ
に
、
ぞ
れ
ま
で
の
裁
判
例
与
を
踏
主
え
て
、
「
コ
J

〆
一
ム
夕
、
永
づ
ト
ワ
ヲ
ケ
ド
メ
イ
ン

む
に
関
述
ず
る
民
事
r
U
仙
争
事
件

i

客
一
年
に
お
け
る
法
伊
L

旭
川
の
v
h

問
川
曜
に
悶
f
る
最
古
川
人
民
法
院
の
閉
校
」
（
以
「
ー
ド
メ
イ
シ
包
叶

法
解
釈
」

ζ

ど
っ
）
を
公
脅
し
て
。

］川

4
法
解
秋
は
、

一
心
一
（
ロ
一

川
条
と
ム
η
粂

五
六
体
的
に
ζ

り
十
つ
な
行
為
が
尚
標
権
の
侵
害
又
は
不
在
競
争
ノ
仁
品
に
1
U中
「
る
の
古
に
つ
い
つ

に
出
店

r止
J
q
況
J
M

日
ζ
九州、

y
て

い
か
に
よ
門
戸

の
設
け
を
メ
判
ず
る
占
d

で
ゐ
ノ
G
C

川
叶
条
こ
止
条

以
F
の
よ
う

ιは
る
し
ま
ず
、
め
有
名
前
療
で
去
る
か
北
口
涯
の
笠
品
川
尚
諜
で
免
る
お
を
向
山
わ
ず
、

ト
ス
ノ

J

h
引
を
衿
河
川
、

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

伎
川
市
す
る
い
わ
hvl
な閣内山間
y
J
h

い
こ
と

使
用
に
川
市
意
が
あ
る
こ
2
叫J
宍
泌
す
る
安
作
で
為
る
炉
、

ム
ヴ
？
名
商
慌
で
為
わ
ば
ロ
メ
イ

ン
J4が
そ
む
被
紫
、
日
夜
倣
、
翻
刻
、
什
つ
臥
ど
楕
成
す
る
こ
と
小
安
件
で
あ
る
に
に
J刈
し
と
、
止
寸
法

メ
イ
ン
名

l
y

」
山
ハ
リ
録
商
町
村
は
公
取
が
J

日
同
す
る
ほ
ど
内
数
似
「
る
こ
と
が
安
打
て
め
る
わ
さ
、
つ
に
、
共
通
安
件
で
め
る
悪
さ
一
り
認
定
に
お
い
て
も
、

さ
か
商
維
で
あ
れ
ば
と
れ
と
一
同
一
心
ド
メ
イ
ン
芋
一
を
商
業
円
的
で
な
録
f
ず
る
の
み
で
窓
土
品
川
小
あ
る
と
さ
れ
、

れ
に
対
し
て
脊
通
の
H
H
M

銭
前
様
で
あ
れ
ば
、
①
商
業
戸
的
三
和
ハ
似
「
匂
ド
メ
イ
ン
名
な
な
以
柿
川
町
、
九
故
乏
に
商
機
権
者
の
同
門
川
’
校
総
と
一
役
同
さ
ベ
イ
、

七
ス
ル
」
誠
一
一
汁
ト
ゆ
る
こ
と
、
（

ω法
川
叫
ん
＆
姉
絡
で
ド
メ
イ

こ
す
る
m

」と

必
ド
メ
イ
／
荘
の
使
用
E
A
J
ず
言
阿
的
ピ

権
利
ノ
色
の
町
付
録
を
似
ず
る
こ
こ

の
い
ず
れ
か
に
誇
斗
す
れ
ば
思
念
が
あ
る
）
認
定
さ
れ
る

こ
れ
い
つ
の
規
公
は
、

車
店
主
を
吹
か
ー
に
1

）
て
い
る
日
か
い
つ
見
れ
ば
、

基
本
的

hnJjTm
正
村
問
主
防

1
1子
支

る
よ
う
に
国
心
わ
れ
る
。
こ
の
う
ら
、
著
名
泌
採
に
関
）
〆
て
、
世
断
に
ド

vpf
ン
名
と
し
て
ベ
υ
録
「
る
の
コ
、
法
六
一
が
認
定
さ
れ
、

γ7 
／ 

ィ
ー
ン
む
の
実
際
の
使
用
を
す
y

れ
こ
し
な
い
。
ヤ
一
れ
に
刈
し
℃
、
正
日
局
一
心
常
緑
内
際
什
ー
～
場
合
に
お
け
る
r14
一
百
円
認
定
に
つ
い
て
は
、
Z

川叶額

・1 

で
ト
メ
ノ

Jhpゲ
設
波
1
ょ
う
と
。
ぐ
れ
ば
明
ら
か
に
悪
患
が
↓
め
る
2
レ
え

ド
メ
ノ
ノ
ル
引
を
な
江
沢
ι
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
以
問

6、
寸

,, 

ク
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r日

聞
い
便
い
山
川
1

げ
な
け
れ
ば
、

間
保
持
者
の
内
件
以
を
阻
r
什
寸
る
皇
室
u

が
あ
る
と
認
め
、
つ
れ
〉
つ
る
じ
し
か
九

ヤ
れ
、
つ
に
認
可
ア
〕
h
d

い宰へ町民山の

使
い
月
九
乞
作
、
つ
場
合
に
、
悪
む
を
訟
山
一

γ
る
た
め
に
は
、
有
標
権
者
の
白
品
、
役
務
な
い
1

J

汁

F
fト
〉
一
川
弘
司
き
せ
、
ア
ク
U
ス
を
判
選
コ

J、
円問

亡
j

一日ヰ一

zq校
玄
が
必
要
一
さ
れ
る
が
、
ピ
ロ
湿
り
登
録
商
様
で
あ
れ
ば
ド
メ
イ
ン
グ
包
な
録
者
の
故
意
を
叩
認
め
る
h

一
二
は
通
常
将
ロ
判
げ
に
は

な
い
V
L
F

ド
メ
イ
ン
名
。
使
川
市
が
伴
、
つ
場
合
に
、

小
川
比
一
ハ
ア
れ
為
の
認
定
内

JtH足
掛
け
で
忘
る
。

一
九
一
す
／
ζ
、
ゲ
コ
ベ
ノ
コ

才

J
メ
7

v

＼

f
L
d
h
v
f

f
ノ
C
二
年
内
一
向
際
事
件
司
法
解
釈
1

久
十
口
勺
へ
前
川
の
け
八
汁
中
的
な
再
開
U

権
問
院
中
川
行
為
の
印
こ

は
、
を
斜
必
棋
と
知
似
λ
q
J

る
ド
メ
イ
ン
名
を
通
じ
て
湾
f

時
十
制
品
5
市
子
出
取
引
｝
ゲ
行
レ
、
関
係
公
衆
に
容
易
に
誤
認
を
4
じ
さ
せ
る
お

そ
れ
が
あ
、
れ
ば
、

尚
問
リ
権
侵
市
川
行
為
に
該
ψ
ー
す
る
と
期
｛
モ
し
た
乙
、
一
こ
で
は
、

間
引
川
山
ず
け
な
ど
の
豆
長
を
要
件
と
心

そ
の
代
わ
わ

混
同
心
安
件
主
張
格
に
し
、
ペ
メ
イ
ン
名
と
間
伐
と
の
混
同
で
は
な
く
、
ベ
メ
イ
シ
名
を
利
川
市
し
人
山
子
商
取
引
の
商
品
と
商
桜
枠
者

、U
J斤
ロ
引
が
混
戸
す
る
と
と
を
安
点
じ
J

い
る
わ

自己

J
J
叶／、ーァ
p
（

i
J
L人
I
Mん

2

L

J

：t
 

" i：日商
悼
決
い
お
け
る
保
護
と
J
I
済

日
友
商
椋
法
は
↓

μ
条
に
お
い
亡
、

同
州
開
権
暑
が
恰
｛
一
応
商
品
f
ん
は
お

ι役
務
に
つ
い
て
品
川
リ
銭
前
椋
を
使
用
「
る
校
利
ピ
百
p

引
す
る
と

見
定
1

〆
て
い
る
た
め
、
商
店
M

佳
肴
以
外
の
第
一
一
品
一
以
μ
止
斗
仕
事
司
な
く
汽
門
戸
山
泊
阿
川
yu
一
川
一
の
商
保
守
そ
の
指
乏
商
品
e

役
務
に
つ
い
て

前
判
断
で
使
［
市

γ
れ
ば
、
羽
田
叩
怪
の
一
院
ι
自
と
な
品
。
さ
ら
に
、

一L
〕
条
乃
は
柑
偲
の
保
護
利
回
を
類
似
組
問
刀
使
用
に
ま
で
広
行
、
必

標
恨
の
保
護
士

層
拡
%
以
も
の
ζ

し
て
い
る
ハ

方
、
必
椋
法
条
一
一
反
は
、

H

天
体
的
に
八
つ
心
行
為
z
ぜ
際
立
早
（
川
使
用
行
品
こ
し
ず
川
町
子
L
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
条
丈
i
は、

ι川
市

中

ヤ

hhr
ギ
末
と
［
て

戸
条
一
頃
幸
山
間
～

mHAm
寵
店
t
L
M川
f
人
以
影
、
似
す
る
問
リ
円
を
こ
の
八
つ
心
情
川
行
為
仁
よ
二
k
n
q用
FJ1れ て

日記 I、江主＇ 61 '" C,2） キc084[2υ12. 1、



ば
、
形
！
人
的
い
は
尚
際
社
惟
の
口
い
で
乙
な
る
じ
し
か
、
六
学
一
況
と
裁
判
明
は

同
阿
川
の
瓦
叶
rb、
は
商
品
及
び
役
扮
に
つ
い
て
の
識
別
機
院
で

あ
り
、
者
探
の
保
ど
は
は
羽
田
叩
の
内
所
の
保
芯
ほ
と
信
用
の
保
平
主
で
あ
る
と
い
う
凱
口
…
か
ら
、
礼
子
（
体
的
な
使
弓
態
殺
を
考
慮
L
、
ω
一J

同様且『

1hlv

山川刈
m
L外
不
機
能
、
自
他
誌
川
刷
機
詩
人
MYP

－干」
i
Q
4配l
誌
で
使
瓜
さ
れ
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
「
商
標
的
使
用
仁
一
な
い
場
合
に
は
、
二
条
二

羽
に
列
，
午
六
れ
丈
八
つ
の
使
用
行
局
に
ー
な
i
す
る
と

L
て
も
、
＋
円
同
町
権
乃
ソ
佼
パ
Z

門
会
｝
構
成
）
〆
な
、
と
似
し
に
い
る
。
こ
の
乙
め
、
必
椋
権

れ
収
作
十
ハ
の
吋
断
場
川
に
お
い
て
、
銑
一
者
ピ
よ
る
れ
干
の
使
用
ウ

一
路
標
的
使
用
」

に
該
当
す
る
ナ
合
か
に
つ
川
て
の
判
断
β

し
ば
し
ば
紛

争
の
／
什
与
を
決
f
H
L
P
J
忍
草
要
旨
史
す
J
J
な
っ
て
い
る
r

〆タ
l
ネ
y

ト
一
に
お
け
る
操
作
刊
の
使
用
行
為
と
の
関
係
で
は
、

ま
ず
守
ソ
ト
ワ
ー
ク
ー
一
に
お
い
て
流
通
す
る
屯

p

十
清
町
内
対
な

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

ど
の
商
品
に
、
百
軒
γ
A
つ
が
ぽ
早
と
し
こ
視
認
で
き
る
よ
ろ
に
漂
単
の
い
唱
般
的
立
情
報
を
組
み
込
む
行
為
は

商
品
に

A
可
一
と
解
さ
れ
、
商
品
古
川
擦
の
使
用
行
為
に
合
ま
れ
る

五i

一勺）
v

さ
ら
に
、

4
l
成
一
い
い
h

h

二
条
三
川
三
M

改
正
さ
れ
、
才
ァ
ト

ヴ

i
ク
上
川
お
け
る
け
つ
i
ビ
え
の
提
供
等
に
お
い
て
E
－
タ

i
vへ
は
デ
q
ス
ブ

ν
イ
告
の

－
令

r、め
ρ小
川
出

3
イ
i
I
1

川田
h
h
f
げ
か
会
む
ぐ
れ
、
中
f
z
d
椋

章
商
僚
は
M
m
容
に
ー
仇
覚
的
二
認
識
さ
れ
る
お
な
は
役
一
必
商
田
川
心
使
用
行
為
に
今
日
走
れ
る
と
と
（
店
恒
じ
号
）
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
わ
〈
辺
守
♂

知
的
的
表
止
は
攻
山
山
主
下
顎
に
椋
帝
を
付
、

J

？
に
場
九
円
、
子
同
悼
の

Eι
一
門
的
使
用
行
為
に
ん
コ
ま
れ
る
と
乙
一
一
一
川
ナ
公
立
が
、
明
快
ピ

従
つ

L

ム
ベ
ン
に
お
け
る
ト
メ
イ
ン
々
む
の
仰
戸
ん
は
、
上
記
一
政
七
号
、
八
サ
に
い

Iよ
ーコ

う
侍
立
早
の
使
用
p

ゃ
い
ね
に
該
斗
ず
る
ζ

刑
さ
れ
る
ハ
も
う
一
色
、
従
来
の
解
釈
乙
同
一
ペ
ー
に
、

イ
／
タ
ヲ
ネ
ッ
ト
ー
の
行
為
が
商
品
や
汁
1

ド
一
一
え
の
品
川
識
別
機
誌
を
発
山
押
さ
』
｝
る
す
一
ノ
に
行
わ
、
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
「
有
株
的
伎
い
い
川
」

C
L
 

を
構
成
し
な
い

乙
は
い
え
な
い
こ
さ
れ
、

削
除
怪
の
侵
ι
古

γ7 
／ 

高
川
原
権
η
u
k
h
h
に
刻
L
μ
3
7
0

故
前
は
、
た
止
請
い
本

弘
中
川
I

向
伊
、
請
求

一L
じヘ
J

し
に
了

ト
1
9

＼

J
ノ
ノ
A
、

へ
持
際
二
六
条
）
、

二
三
百
lar
－
役
立
す
白
百
求
へ
出

J
I－
－
ノ
ー
ト
す
l
iニ
M

E

M

E

・1 

県
一
一
九
条
に
よ
っ
て
将
一

C
六
条
の
準
用
）

ャ
ょ
ぬ
エ
伽
C
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r日

不
主
抗
告

f

防
ド
法
に
お
け
る
保
譲
1

）淀川炉

木
正
川
一
関
与
防
寸
法
は
か

u競
争
い
も
A
r
つ
い
て
二
会
に
お
い
て
円
体
的
に
列
さ
ー
て
い
る

J

イ
ン
タ
ー
丸
ノ
ト
！
の
立
川
襟
持
佼
ι

口問

J、
円問

の
関
係
で
、
宇
一
に
問
題
ζ

司
る
の
は
、

口
ち
の
ド
メ
イ
ン

U

勺
の
打
者
む
衣
不
「
口
市
行
河
川
、

二
条
羽
号
の
混
川
惹
起
千
九
、

む
に
係
る
不
rt
わ
九
及
び

ロ
弓

tdqJ2 

ブこ

μ
勺
は
で
れ
そ
れ
凶
川
町
、
と
告
名
日
高
ー
品
百
点
不
日
一
旬
断
使
用
行
為
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
る
r
ぺ
一
号
の
田
川
虹
日
出

品
川
守
支
店
心
場
合
、

一
高
山
口
川
を
仕
じ
さ
せ
る
行
局
一
で
あ
る
こ
と
バ
N

要
件
と
さ
れ
る
が
、

い勺川崎

MW
んオ川

a

を
要
件
と
す
る
こ
と
な
9
＼

告
名

J

川市街－

3
2表
少
ゲ
↓
無
断
に
柏
ん
川
刷
ず
れ
ば
、

抗
日
の
お
そ
れ
が
な
く

J
も
不
仕
i

説
中
ノ
什
込
に
「
誠
心
l

し
河
」
制
の
対
象
と
な
る

U

午
、
｝
仁

い
う
一
間
門
川
培
表
小
む
使
吊
一
に
つ
い
て
、
間
Y
け
は
と
呉
足
り
、
定
義
規
記
事
m
M
t
h
り
ら
れ
て
い
な
い
が
、
従
主
恥
か
ら
ー
仏
〈
時
J

吠
犬
、
れ
て

い
る

F

も
っ
と
も
、
形
式
的
に
向
花
心
淀
川
行
為
に
J

バ
ー
す
る
と

L
て
も
、
ぷ
阿
保
的
伎
府

で
な
い
場
介
に
、
間
味
梧
の
没
世
H
E柑一

成
L

1

ぷ
い
と
同
様
に
、
形
式
的
に
商
円
山
等
表
示
の
依
田
川
行
為
て
為
〉
て
も
、

P

凶
υ川
れ
ら
の
問
所
を
表
不
し
、
山
口
他
商
品
h
1
4
J
ピ
識
別
す
る
機

'i ・cc 
A ';: 
1~ '"・ I、一〆句、
口を た
叶 －4-
; 古を
υ 心、

な 7隊
L、ご
と弔
解い
さつ

れれ
ζ て
L、し、

る＇＂る

「向日制弘
J

ナ
ハ
不
と
し
て
の
使
用
」

ロ
勺
と
一
当
日
目
い
二

J

不
古
抗
争

い
わ
ゆ
る

そ
J

て
、
半
次
一
ぷ
ー
の
法
改
正
で
新
設
さ
れ
た
ふ
弘
元
一
項
一

サ
ば
、

ド
メ
イ
ン
ノ
仁
に
係
る
不
疋
抗
予
行
為
を
定
め
る
単
公
L

丸山

り
、
河
口
勺
は
「
T

川
正
の
利
日
h

一
を
得
る
日
的
L

正
は
「
他
人
に
い
い
古
今
一
以
ス
る
汁
的
、

い
わ
ゆ
る
凶
利
訳
出
口
ヨ
ー
的
で
他
人
の

品川山
i
k
市

t
司
二
又
は
煩
川
仙
の
ド
メ
イ
ン
名
を
徳
氏
す
る
行
為
を
規
制
す
る
だ
け
で
は
な
〈
、
取
d
L
え
は
保
有
も
ぬ
判
例
の
対
蒙
に
ん
は

氏
て
い
る

U

伝
伐
に
、
月
一
河
川
一
一
口
勺
は
商
品
e

役
務
の
原
単
組
等
に
つ
い
て
法
認
を
烹
じ
、
予
三
宅
寸
よ
な
表
不
を
F

七
つ
行
為
等
を
川
忠
引
す
る
も
の

で
あ
る
u

J

ン
タ
l
ネ
ア
「
仁
川
L

お
い
て
も
制
品
勺
i
r
九
州
島
広
パ
口
に
玖
認
表
不
V
F
J
れ
同
、
不
正
抗
争
行
為
に
該
当
「
司
令
が
、
同
庁
の
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誤
認
荒
川
h
行
Afに
該
当
「
る
た
め
に
は

h
d
斗
J

川止まー主ペノーよ

ち

l
j
1
i
J
O
／

川
H

す
に

ド
閲
す
る
誤
認
を
玄
起
さ
ペ
ザ

v、
T
h

正
競
争
わ
為
に
対
ず
る
紋
済
こ
し
て
、
ム
以
前
ぷ
不
斗
一
二
主
二
、
約
宍
賠
鮫
請
求
ヘ
不
一
同
凶
条
、
民
〆
九
条

J

）
、
い
川
向
山
岡
山
町

E
請
求

、、
ι
E
E

一7ハ
イ
引
円
形

四
条
）
は
ど
小
あ
る

U

品川一

Jm
11 

;:; 

iじ
イ日
乙

i 

U
九一
1
2
4
i
F
4
1
J
ヤ
ヤ
パ

f人

3
f
z
f
v
J
4
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日
中
両
同
mv

小
L
競
争
時
巧
止
訟
、
と
れ
わ
け
イ
ノ
タ

1
ネ
ッ
、
一
心
布
川
原
佐
保
護
に
潟
「
る
約
一
洋
を
比
較
す
れ
ば
、

三
次
む
よ
う
な
相
泣
点
を
挙
け
る
日
」
J
パ刊ユドヨ一るコ

間
町
村
棺

U
i一H行
為
と

r
v
t認
手
行
為
の
判
制

ま
ず
、
凶
標
権
（
り
侵
害
行
為
に
つ
い
て
、
牛
凶
J

は
じ
、
商
世
相
伝
1
J

悶
注
渋
川
祝
日
h

日
、
伴
的
山
列
訴
す
る
と
同
時
に
、
十
内
給
法
且
二
条
h

号
い
包
括
条
項
を
符
く
と
い

っ
て
い
る
c

慕
4
的
に
、
子
れ
ら
れ
八
つ
の
同
店
主
行
fdの
類
型
に
設
当
一
ず
る
行
為
で
あ
れ
ば
、
機

械
的
に
信
半
一
の
判
断
が
な
さ
れ
て
し
る
）
そ
乞
そ
も
「
商
際
今
、
使
い
い
り
す
る
と
は
何
か
に
つ
い

、t
h
Jノ
ト
j
ア
に
や
la

－－IA
m
J

I
－

－

uv
－
I
v
y
－
 

「
判
例
川
的
使
用
L

の
↓
市
市
性
が
問
わ
れ
る
と
ζ

は
少
な
い
ハ
こ
れ
に
刈
し
し
1

E
本
法
は
、

有
国
M
J
A
一
条
一
一
頃
に
出
擦
の

刊
に
お
い
て

「
使
川
」
に
一
d
r
d
fる
行
為
を
具
体
的
仁
列
ー
さ
し
て
は
い
る
が
、

侵
ニ
u
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、

voら
に
い
わ
ふ

J

る

有
際
的
使
同
で

人
司
円
れ
ば
な
ら
ぽ
ー
、

ζ
s
h亡
お
り
、
つ
ま
り
山
内
所
説
刊
が
起
き
る
お
そ
れ
の
な
川
使
則
能
山
ゆ
で
あ
れ
ば
、
れ
形
l

条
一
刻
に
い
い
つ

γ7 
／ 

高
憾
の
使
用
に
該
当
す
る
行
為
ゃ
あ
こ
ー
「
弘
、
伝
書
乙
は
認
氏
ら
れ
な
い
。

・1 

中
出
法
ぽ
、
前
療
法
と
川
門
様
に
一
札
半
規
定
を
位
ノ
ム
方
、

、
」
れ
に
該
当
し
な

J
什
為
に
つ
い

一」

L
t

不
vH
段
下
行
為
に
つ
い
ご

裁
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r日

c 
l主

i
え
不
－
上
ぃ
抗
？
防
7L法
は
、

般
久
子
雨
明
、
で
あ

J

る一

条
山
明
を
も
っ
て
斗
処
寸
る
「
士
、
ノ
に
L
て
い
る
v

h

れ
に
対
L
亡、

頃
を
ほ
た
ず
、
詳
細
な
列
挙
－
川
崎
｛
む
を
置
く
の
み
で
あ
る
。

J、
円問

さ
ら
に
、
著
名
拘
僚
に
特
に
与
え
り
れ
る
保
護
に
つ
い
て
、

E
本
作
は
、
他
人
の
記
名
仕
商
品
等
表
不
乙
同
一
又
は
類
似
の
出
品
等

表
一
ボ
を
使
川
寸
る
こ
、
ニ
を
不
正
競
予
行
ぬ
こ
定
ゲ
へ
f

ハ一

一
条
一
一
以
斗

j

、
叫
当
は
混
バ
を
要
件
ハ
と

L
K
い
こ
と
か
ら
、
若
々
門
な
的

ふ
守
十
点
γ
引
に
付
す
る
背
紋
化
以
い
ー
た
μ

乗
り
な
こ
の
一
七
片
付
を
川
忠
制
す
る
も
の
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て

中
「
止
法
に
お
け
る
類

忠
則
戸
止
は
、
不
正
続
下
山
u
d法
で
は
な
く
、
印
私
法
滞
係
渋
胤
に
心
的
一
ら
れ
こ
レ
る
c

？
は
わ
ら
、
凶
F
円
卓
ア
件
寸
法
mhfm
一
条
二

ior

2

3

f

、、

vィ
！
w

一

、
ド
～
ブ
ア
「
U

目】
P

一2
2
？
コ
九
、

bi
戸
μ
ヲ

ノ

千
j
f
d
H
N

，万一
t
k
、l
、r
l寸
δ〈
アポ

iτ
に
に
吟
る
首
活
商
標
の
仰
木
譲
一
見
件
で
た
る
一
関
係
公
衆
（
友
製

・!§: 

で
は
な
く
、
よ
り
広
い
似
J
p
t

で
丸
る
一
般
公
一
家
の
誤
解
ど
要
件
に
、
点
目
洞
川
町
、
山
口
出
に
お
け
る
同
一
又
は
類
似
寸
る

の
佼
吊
を
尚
味
桜
山
い
よ
い
れ
為
と
！
ぺ
止
め
て
い
る
コ

フ

イ
ン
タ
ー
小
，
ト
り
肉
桔
棺
似
i
一
］
行
為
と

日
不
z
は
は

イ
ン
タ
ー
ュ
人
ッ

i
口
一
驚
尽
に
い
VJUω

｛二、

商仙和十仏
T

／
＼
小
一
山
抗
予
防
fH
ず
い
に
そ
れ
そ
れ
f
ン

、卜爪ヘフ

J
l

タ
？
永
句
卜
上
の
尚
際
社
惟
俣
市
h

汗為，
L
Y

小
平
山
政

7
行
為
的
列
挙
ヨ
引
札
，
心
を
幣
筒
、
〆
丈
の
に
対
L
亡
、
白
同
渋
川
w
ド
メ
イ
ン
名
関
係
心
建
p
t

主
司
法
制
市
釈
に
山
お
い
て
設
け
た
以
外
は
特
い
対
処
、
亡
し
い
な
い

」
れ
は
札
口
川
、

イ
ン
夕
、
ス
ソ
ト
上
山
商
保
権
侵
七
六
行
為
や
不
王
政

争
行
為
に
つ
い
て
も
、
商
店
川
法
卜
の
ハ
当
新
条
項
乙
ポ
ー
止
対
争
防
止
法
ー
の
紋
条
改
を
企
む
従
来
の
川
市
む
を
地
別
ず
る
こ
い
う
こ
y
、を

意
味
す
る
こ
堺

γ
る
L
か
な
い
だ
ろ
う

右
十
心

M4山
内
店

中
温
法
で
は

た
ど
の
判
断
草
川
川
vthv
設
に
ず
、
高
問
権

日
半
法
と
進
っ
て
、
「
尚
北
永
山
町
九
羽
一
や
一
悦
〔
い
を
J

表
ー
小
L

し
て
の
淀
川
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円
以
竿
行
為
に
つ
い
て
も
、

列
挙
ヨ
引
札
，
心
の
該
内
？
什
と
い
た
ノ
ほ
ほ
唯

の
判
断
片
山

η
げが
Et
い
ら
れ
る
》

z
r

小
正
日
成
与
行
為
に
つ
い
て
J

川、、

" 
〉

l 

般
的
に
い
え
ば
、

そ
の
判
断
が
北
較
的
に
有
易
で
あ
h
、
明
暗
刊
こ
U

q

u

…
に
お
い
て
は
溺
れ
て
い
る
〉
し
か

L
、

夕
、
ス
ッ
卜
上
の
刺
し
い
現
梢
の
商
標
権
伝
パ
古
行
為
乙
ポ
止
競
争
行
為
に
対
処
一
コ
ノ
る
た
め
の
法
改
正
が
分
に
な
さ
れ
て
い
る
乙
は
い

え
ず
、
河
J
F

七
日
山
仁
の
一
列
挙
規
定
小
ど
、
」
ま
で
泊
則
市
4
V
4
F
は
ナ
市
川
路
で
丸
り
、
主
り
に
、
伝
仲
約
一
］
没
で
あ
る
弘
治
条
z

口・

般
条
閣
制
を
用

い
4
G
に
？
〕
ず
に
？
h
b

、
、
」
れ
ら
に
持
ず
る
い
h
b

品川的、
ω研
光
が
必
ず
し
も
円
ー
で
は
な
い
～
め
、

裁吋一
J

珂
に
一
d

る
法
解
釈
ζ
べJ
h
r

いい泡川は、

ー
能
性

E
Vっ
点
に
賀
し
て
明
日
山
内
が
残
る
と
い
わ
ざ
る
ケ
一
得
な
い
υ

ご
れ

ι対
し
て

J

ン
タ
l
ネ
ソ
ト
に
対
f

犯
し
ド
法
改
止
を
迅
山
叫
ん
に
行
〆
た
点

日
本
法
は
、
市
川
ら
の
使
用
の
定
義
規
？
止
に
つ
u

て

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

は
、
山
中
問
、
、
仏
と
の
比
蚊
と
い
う
似
出
、
か
ら
判
笠
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
ハ

ウ
？
に
、

出
様
的
住
用
と
い
う
判
拘
ぷ
準
も
、
従
来
裂
の

市
川
場
権
侵
岩
紛
争
mN
イ
シ
タ

1
ネ
ァ
ト
の
内
円
い
い
惟
寝
台
紛
争
F

L
か
か
わ
ら
ず
追
弔
さ
れ
る
に
め
、
淀
hvA

C
T
か
す
こ
じ
〆
が
で
き
る
わ
し
か
し
、
凶
税
的
使
用
臼
伴
は
、
抽
象
的
て
お
易
で
は
な
い
川
断
立
準
て
あ
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ソ
ト

ト
の
け
具
体
的
な
行
為
が
い
ポ
予
し
て
商
標
的
使
用
に
誇
当
す
る
か
し
し
う
か
に
つ
い
て
、

解
釈
の
問
題
い
小
半

制川市一一斉十

キ
ー
ワ
ー
ド
険
お
等
ζ

凶
枇
権
y
t

の
抵
触
及
び

l
S
F
の
貝
作

本
音
τ
て
は

中
凶
に
お
け
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
等
ヰ
用
い
て
キ
？
ワ
ー
ド
検
ボ
に
「
土
日
商
機
権
侵
d

古
関
係
の
I
叫
判
例
を
ば
り
上
げ
、
い

れ
ら
の
判
決
に
お
い
て
佼
川
か
さ
れ
た
法
的
問
題
に
つ
い
J
L
検
討
ー
〆
た
尚
、

い
れ
本
の
裁
判
例
と
子
説
に
ー
も
一
～
7
K
L
な
が
っ
、
ミ
ム
J

ワ

ド

検
索
甘
い
」
一
同
様
権
／
｝
へ
り
長
骸
及
び
I
H
P
の
安
正
Jt等
以
小
し
た
い

n

γ7 
／ ・1 

イ
ノ

f 
l'. ., 
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r日

銘

ro
キ
i
吋
ャ
ド
検
1
0
一
去
り
い
開
直
す
る
ロ
凶
裁
判
例
の
検
討

不
y
ト
実
名
事
件

J、
円問

ネ
ソ
卜
実
名
｛
叫
l
M
円
高
原
人
で
は
「
杭
給
実
名
）

以

r
「
二

J

A

サ
ー
ド
ス
／
一
は
、
に
京
一
一

J

－d

科
pγμ
白山
Ne十
限
会
社

社
」
、
と
い
う
）
が
な
供

γ
る
検
索
サ
ノ
一
三
に
あ
る
か
川
、

サ
ー
ビ
ス
利
川
刑
者
引
事
前

r
R身
の
ホ
ふ
べ
、
J

乙
り
ン
ケ
す
る
キ

ワ

ド

ヨ
社
の
説
際
、
製
行
、
企
菜
の
名
称
な
こ
）
を
ー
ト
y
ト
実
包
」
、
と
）
一
に
な
リ
録
」
つ
れ
ば
、
ィ

J
7

ネ
ソ

I
令

コ
ー
ザ
が
一
七
一
二
引
の
ア
ド
オ
ノ
を
イ
ン
ス
、
1
1
ル
し
た
ブ
ラ
ウ
ザ
に
為
る
一
七
一

一
判
の
検
索
開
に
当
該
キ
ー
ワ
ー
ド
古
人
力
し

ハ～ー乙
L
d」
バ

L

、
什
ノ
ー
ビ
ス
別
ぃ
用
者
心
ホ
l
ム
ヘ

l
ン
へ
の
リ
ン
ク
が
表
不
さ
、
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

裁
判
例
l

小
山
）

｛
即
日
潔
仕
汁
一
ヒ
一
一
一
社
転
決
〕

、）ノ＼戸一、一

／一－一ーノノ
l

iM点
叫
仰
向
三
ハ
主
有
限
公
凶

へ以
h
l

、
1

枠
潔
糾
い
）
は
丈
i
J
7
J

作
潔
と
「
同
凶

（
以
ぃ
、
「
ト
ム
1

件
尚
掠

の
な
録
尚
肥
川
権
者
勺
よ
め

ーァ

包〉
c 

一
ヒ
こ
が
い
の
ア

k
t
ン
予
イ
／
ス
ト
i
凡
手
れ
て
い
る
プ
ラ
ワ
ザ
に
ゐ
る
一
七
一
一
七
の
検
定
澗

0
0
4』
九
作
以
引
い
は

に

雅

潔

L

Y

1

州
閉
す
川

の
丈
山
ま
乞
ぞ
れ
そ
れ
人
力
〆
て
拾
一
去
す
る
と
、
同
丈
字
が
険
tr
結
キ
人
司
自
上
に
安
一
小
さ
れ
、
そ
の
に
y
土
了
い
H
A刊】

い
て
校
争
相
ア
で
あ
る
深
制
川
守
的
川
し
叫
十
パ
ム
ム
印
有
限
公
司

「以

F
「
作
部
注
七
一

心
不
i

ム
ベ
ヤ
ジ
へ
の
）

ν
ク
パ
か
」
立
不
＼
」
れ
る
こ
と

を《
r＝］心
L
f
n
d潔
吋
は
、
税
飾
注
寸
ー
が
一
一
。
白
せ
の
「
不
ト
実
名
汁
ー
ピ
ス
に
十
ゃ
が
い
い
初
日
惇
を
キ
7

ワ
下
ド
ノ
「
ェ
ー
λ
ア
バ
快
尽

ず
る
行
為
は
荷
際
経
の
伝
市
じ
と
ん
正
競
争
行
為
で
あ
る
1

午
、
し
て
、
後
刻
浩
司
J
ご
♂
己

！
士
三
L
U
J
t

ネ
l
f
f

高
司

ゑ
／
ト
竺
ア
、
々
臼
ザ
？
ド
一
ス
仁

お
円
る
本
件
叫
川
田
広
使
用
行
為
の
芸
ぺ
止
め
、
投
与
賠
償
乙
げ
が
佳
一
の
除
j
r／
一
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
に

品叫
4
が
は
、

ま

r普
通
高
川
襟
り
ぬ
台
、

必
川
標
権
争
俣
市
平
ー
し
た
か
ど
う
か
は
説
？
品
川
一
川
の
沿
同
を
ち
た
ら
し
た
か
に
よ

J

て
斗
附
さ
れ

る
が
、
H

者
名
忠
弘
の
場
合
以
、
前
［
ゐ
町
出
品
の
混
同
一
何
一
日
同
需
の
川
断
山
担
ん
し
い
す
る
必
要
は
ぷ
く
、
H

甘
恒
位
以
ん
と
希
釈
化
さ
山
下
れ
ば
、
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権
の
伐
を
行
為
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
と
し
zl
～
し
そ
の
し
し
で
、

京
件
「
靴
潔
前
回
い
な
苫
主
同
悼
と
認
ぷ
に
ザ
飾
遠
山
い
は
雅
潔
杭
の

汁
砦
立
包

ι
L
L
「
一
程
…
潔
潤
襟
；
か
業
界
に
お
い
f
L

向
い
知
名
度
を
有
ず
る
h

一
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
に
4
か
か
わ
＝
り
ず
、
二
、
れ
J
f

「A
r

ト
実
名
く
し
て
ヴ
録
L
使
用
す
J

る
し
為
は
「
位
潔
」
育
機
の
自
若
什
在
氏
、
L
三
、
札
有
名
泊
肝
怖
を
希
釈
化
さ
L

る
＆
の
で
あ

り
さ
ら
に
刊
締
汁
一
社
は
一
雅
潔
ー

f
つ
け
て
光
使
用
催
そ
の
他
k
y
M
刊
に
係
る
ー
止
当
日
球
出
も
は
い
こ
ー
で
、
高
間
際
法
ア
九

条
J
4
Lす

の
包
括
条
一
心
を
刈
同
市
し
て
的
際
祐
の
い

EY門
で
占
め
る
こ
認
定
し
た
。
こ
れ
に
刻
L
て、

照
時
l

凶
際
法
執
ロ
冶
商
標
↑
ど
あ
り
、
こ
れ
か
｝

ネ
y
h
実
名
と
し
と
品
川
内
川
L
C
リ
シ
ク
し
た
ザ
前
途
祉
の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
ャ
巳
は
説
却
の
屯

f
出
取
引
か
行
わ
れ
と
お
ら
ず
、
取
引

ず
る
口
三
円
に
は
が
れ
飴
淫
社
と
肉
体
以
？
父
し
ゆ
す
る
必
川
町
、
β
あ
る
と
め
、
市
内
山
中
山
「
市
川
の
従
m川
を
松
く
こ
と
は
な
い
と
し
亡
、
流
出
一
什
濯
の
円
九
九
告
を

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

否
定
し
た
わ

一
ヒ
一
二
社
人
い
い
、
即
日
前
途
怜
パ
判
長
者
名
向
Fd
で
お
る
本
什
一
雄
淳

に
つ
い
て
権
利
宇
一
有
す
7
2
と
を
一
叶
明
言
＃
o
b
心

合
。
～
」

を
川
町
山
山
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
小
ソ
ト
実
タ
］
」
心
九
九
り
録
F
三
灯
、
し
、
拝
観
的
に
椎
飾
逗
μ
れのい
R
L
T
一
行
為
士
制
助
、
し
た
た
め
、
ァ
｛

の
行
為
白
体
い
md

商
標
花
心
伝
単
工
汁

J

為
2γ
」

U
冊
子
比
す
る
が
、
雅
飾
法
土
ー
と
の
王
倒
的
共
同
が
！
リ
一
一
以
で
き
な
い
と
し
て
、

弘
が
雅
飾
達
計
い
し
一
述
布
頁
伴
を
品
川
つ
も
の
で
は
主
く
、

小
法
行
為
に
よ
る
損
主
賠
償
亥
任
を
負
、
円
べ
き
こ
判
断
、
〕
た

さ
ら
い
、
裁
判
所
は
商
店
川
法
山
見
づ
く
と
張
と
十
止
一
一
夜
之
ユ
マ
防

ι法
に
十
ノ
づ

とヲ
J

亡
、
被
ι
u
i
h
J

の
行
九
吋
の
不
ー
リ

競
争
仁
為
心
ぷ
当
刊
に
つ
い
て
も
判
断
し
た
ハ
そ

LJI工
務
飾
ft刊
に
つ
い
て
は
、

d
比ゴ仕
4
4
日
が
な
く
本
件
荷
僚
を
ム
ヴ
ト
実
名
、
ニ

ー
〕
て
な
お
佼
阿
川
1

え
そ
の
行
為
は
本
件
一
伯
憾
の
グ
／
ト
ウ
ィ
ル
に
た
ど
一
摂
）
L
て
神
潔
祉
の
サ
イ
ト
に
－
／
ク
ヤ
ス

L
一
三
ノ
／
｝
ず
る
ユ
ー

ザ
L
V」
斗
利
付
イ
｝

、
不
正
日
初

F

ハ
了
／
心
仔
ょ
う
い
｝
一
0
2

る
も
の
で
あ
り
、

小
－
止
一
一
品
争
防
止
t
比
二
条

引
に
剖

u
｛疋

rJる
J
F
川
義
誠
実
の

γ7 
／ 

川
小
山
則
に
反
し
、

不
正
抗
予
行
為
心
で
構
成
す
る
と
叫
寸
断
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

j一
〕

一
む
に
つ
J

て
は
、
す
い
以
む
の
競
争
桁
子
で
は

・1 

ヘ
う
く
、
花
料
配
達
制
と
共
同
足
型
J
b
右
し
な
い
と
1
て
、
本
汁
出
い
暗
示
を
ネ
ソ
1

内
主
名
と
し
と
仔
録
士
号
許
し
た
行
為
ぽ
不
正
競
争
行
為
仁

（！メ人民半、日：／三C,81 j()Jl '20;2. 1. 



r日

政
7

一CKUい
L
Y

判
断
し
た
c

J、
円問

本
刊
は
、
多
〈
の
討
に
お
い
て
布
、
味
川
内
い
v
も
の
で
あ
る
ζ

い
え
る
ο

ま
ず
、
裁
判
所
は
原
告
准
潔
叫
ー
の
有
田
川
を
U

品
名
商
標
と
げ
う
で

な
い
吟
湿
の
高
際
と
に
〈
i

別
L
、
そ
れ
ぞ
う
れ
異
な
る
斗
断
z
七
、
し
て
い
る
刊
は
、
、
出
ぺ
寸
に
値
す
る
。
著
名
高
川
襟
に
つ
い
γ
、
一
ト
y
ト

実
名
i

乙
し
で
の
蛍
録
使
用
が
こ
れ
を
お
萩
化
？
た
こ
じ
て
な
録
者
心
泌
標
権
侵
告
で
早
［
左
い
を
認
応
、
北
口
霊
山
い
し
盗
品
川
、

h

問
題
叫
に
つ
い
て
は
、

掛
仕
机
内
i

定
引
の
サ
J

、
ー
で
は
電
十
品
同
店
引
を
行
二

J

、
お
ら
ず

創
刊
ア
山
田
vMM
中
じ
て
レ
な
い
と
し
て
出
結
権
侵
一
軍
口
頁
作
を
E
J
r止し
h
J
G

方
、
正
中
！
な
町
市
な
く
一
不
y
r
大
山
引
を
登
録
し
、

ユ
ー
ザ
の
ア
行
七
ス
を
杭
追
っ
と
誘
立
与
L

す
る
、
」
と

Jr坪
山
に
、
肌
者
名
諒
以
J
4日

通
の
ひ
料
出
樗
双
々
に
つ
い
こ
不
L
続
争
打
為
ハ
ピ
認
定
し
た
υ

こ
の

I
3
2判
桁
子
治
は
、
裁
判
所
忠
明

E
、そ
L
こ
い
と
い
が
、
川
内

メ

f
ン
々
勺
」
町
江
健
一
♂
ペ
及
ひ

古
川
様
事
件
付
い
い
解
釈

一
条
二
号
を
参
考
L

し
た
い
と
は
別
ら
日
て
お
ろ
う

次
に
、
本
件
は
、
世
官
刊
の
μ
院
当
者
以
外
に
、
「
ス
ッ
ト
主
主
什
ノ
ー
ビ
ス
を
捉
供
ず
る
I
S
V
の
弐
伝
J
U
問
わ
れ
三
点
と
り
徴
的
で

あ
る
す

I
S
F
C
主
任
に
つ
い
て
、
裁
判
析
は
、

I
S
F
が
普
グ
］
問
研
怖
の
キ
ー
ワ
ー
ド
丘
録
に
つ
い
え
何
ら
の
存
在
全
行
わ
た
か
っ
f

こ
と
が
汎
失
で
あ
る
と
V

J

な
が
ら
、
共
同
不
法
行
為
の
成
立
に
つ
い
亡
は
、
ち
招
削
説
J

乞
採
似
し
、

1
8
y
と
直
開
放
の
絞
り
半
苦
の
刷
い
玄

思
何
日
八
同
が
な
い
J
一、三日

連
代
貢
H
川
会
p
h日立、
γ7
一一

一
ブ
〆
キ
ン
グ
競
売
事
f

一
ア
ン
エ
／
グ
読
売
ζ

は
、
中
戸
川
の
検
余
エ
ン
、
J

／J
K
十八千

ロ
昨
日
己
主
2
）
」
が
提
供
γ
γ
Q
F

ワ
i
ド
検
ナ
オ
汚
連
サ
ー
ビ
ス
で

忘
る
。
サ
ピ
ス
列
用
者
は
、
再
ず
の
サ
イ
ト
2
そ
れ
中
J
U
泣
す
る
文
ド
列
、
ベ
こ
れ
に
明
一
連
「
る
F

ワ
i
ド

irdめ
ら
か
I
め
選
状

［

nv録
す
る
c
r
ン
タ
l
千

y
r

コ
l
ザ
が
出
皮
の
ぬ
い
索
エ
ン
ジ
ン
に
叶
玖
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
崎
山
ド
主
9
る
際
rL
、
サ
ー
ビ
ス

日記 I、江主＇ 61 '" 50） キcOD2[2υ12. 1、



利
川
町
蓄
の
サ
イ
ト
ヘ
の
j
ン
ク
と
同
一
の
文
字
列
が
検
索
結
一
一
ハ
リ
ス
ト
の
上
伏
に
去
一
小
さ
れ
、
そ
の
け

J

ク
の
最
徐
に
小
14J士
、
「
金
広

戸づノ
U
与
、
ン
ロ
ン
）
」

と
表
ぶ
さ
れ
る
。
実
際
ト
ル
コ
ヲ
ザ
子
”
で
の
J
ン
ク
を
ク
1

7

ク
ー
ル
だ
際
に
、
汁
、
ピ
ス
利
用
有
が
v
け
茂
に
ク

リ
ッ
ク
所
制
料
金
を
ク
リ
ッ
ク
数
に
泌
じ
て
支
払
う
こ
一
に
な
る

J

し
て
々
げ
ァ
ケ
市
制
判
長
は
r」
皮
が
決
定
す
る
の
ご
は
な
く
、

サ

i
y
ス
利
用
者
が
白
ら
そ
の
似
同
市
を
指
定
す
る
心
で
あ
り
、
複
数
の
サ
ピ
ス
利
用
者

h
Hじ
キ

ワ

ド

を

波

抗

L
て
校
以
7

よ人

際
に
、
競
売
の
ふ
う
に
よ
り
川
河
い
加
治
J
V
と
指
定
「
司
令
ヰ
7
1ピ
ス
列
肘
苦
心
服
セ
r

の
サ

f
ト
へ
の
リ
ン
ク
h
r
均
一
索
結
忠

η
ス
ト
の
上
欣

に
衣
不
さ
れ
7

匂
と
い
う
仕
組
み
で
あ
7

匂

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

一
η」

｛
北
ー
民
主
悩

U
h九
段
対
特
究
勾
祉
と
H
J
M
瓜叩ぃ伏］

裁
判
例
2

パゾハ－七
k
l

北
」
叫
ん
脳
研
究
院

九l
附
れ
究
院
）
は
一
人
ム
悩
と

以
下
、
「
本
件
内
等

以
下

ー
主
脳
連
読
Q
N
S
D

の
伐
採
持
品
で

あ
る

v

店
街
英
将
糾
い
は
、
全
脳
関
心
ん
院
の
使
用
計
可
を
ね
ず
に
、
主
半
標
識
全
刑
制
と

1
A
L
脳
連
設
宇
円
ら
の
サ

f
ト

（
以
卜

「
指
定
涛
サ
イ
ト
）
山
使
川
市
レ
、
マ
イ
ト
セ
「
指
定
存
会
脳
波
一
一
山
正
持
網
」
と
名
づ
け
て
、
ル
説
教
育

K
2
心
7
iピ
ス
を
川
町
供
、
し

亡
い
た

ν

汽
つ
に
、
的
支
村
山
山
は
、
白
…
度
vp
提
供
、
ご
し
い
る

－

r

－

r
 

ご／、
J
i
d

守、
J

」

i
ピ
ス
ド
「
全
的
速
一
t
i
p－
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド

／ 
｝ 

） 

こ
れ
に
ペ
ザ

J

て
、
ん
脳
日
川
一
党
民
は
、
川
苅
菜
料
k
ー
の
行
為
が
商
様
権
の
μ
比
百
と
ん
中
正
試
マ
行
為
に
訪
印
「
る

／
）
ぃ
張

L
、
そ
し
て
吉
川
止
力
庄
市
共
料
寸
－

r
「
プ
ン
キ
シ

汁
ー
ヒ
ス
を
川
札
供
す
る
、
」
／
）
に
よ
勺
て
、
同
社
に
よ
る
佼
完
結
果
を

拡
ト
八
さ
A
L
ナ
ー
主
張

L
て
、
司
け
を
相
手
h
～
と
し
て
上
千
円
有
機
に
つ
い
て
の
健
戸
同
行
為
の
芸
止
め
、

除
ム
及
び
連
帯
長
打
廿
に
よ

る
w
任
中
川
際
償
JUγ

－
求
め
て
提
訴
し
た

γ7 
／ 

裁
判
叶
一
川
は
、
一
人
子
脳
」
と
全
路
湾
読
」
に
汁
L
q
J

る
精
長
特
牡
4
1
A
t

ト

fη
浅
川
用
ば
、
こ
れ
ら
の
正
字
列
主
体
の
忍
味
J
V

－
列
用
1

て

・1 

円けら
U
サ
ノ
ト
、
従
百
r人
以
汁

l
ピ
ス
の
丙
九
1

及
び
特
徴
を
説
明
又
は
描
写
し

rに
す
ぎ
ず
、
前
J
リ叫んは斤

l
ピ
ス
泥
仕
パ
者
士
M
M一す

（！メ人民半、日：／三，，，1 ］（〕9;3'20;2. 1. 



r日

る
機
艇
を
も
し
な
い
丈
め
、
当
該
文
ハ
f
川
刈
に
今
ま
れ
る
4
5
X
の
意
味
範
川
内
内
ご
の
ー
上
当
以
使
い
い
！
で
ぬ
る
乙
判
断
し
た
に
ま
た
、
清
主
将

J、
円問

1
 

1
 

υ
 

2
 

4
 

9
 

0
 

2
 

行

ん
ア
治
研
光
勾
と
消
炉
、
お
判
2
は
続
下
湾
fM
叩
に
↓
め
る
ー
と
認
め
h
J

も
の
の
、
前
述
し
た
こ
円
相
打
、
ー1
 

－
f
p
 

清
英
引
引
に
よ
る
一
九
脳
一
と
ー
ん
ヱ
悩
涜
一
ム
一
刈
に
つ
レ
て
の
使
川
片
山
、
口
付
枇
小
又
は
H
l
v
ス
を
説
明
FJ
る
に
吟
の
端
山
』
J
r
J
な
使
用

P
U計

こ
れ
ら
は
企
業
名
作
又
は
企
業
科
称
と
類
似
す
る
も
称
と
し
て
枝
市
手
れ
た
こ
と
が
な
く
、
か
っ
、
結
党
特
付
L
T
ノイ
L

J
人

は

リぇ
l
l
o
 

J
l
ザ
が
向
性
む
商
品
λ
は
句

1
ピ
ス
心
山
一
肌
を
明
確
に
判
断
が
で
き
、

的
ヨ
使
川
い
市
乙
い
え
、
川
川
交
付
サ
イ
ト
に
は
「
活
支
特
L

2

一μ
u
n
r小
さ
れ
て
お
り
、
ん
恥
一
研
品
九
院
／
）
の
出
所
混
同
又
は
誤
認
の
お
y
ご
れ
を
凶

祉
が
「
ん
－
服
店
読
L

を
検
点
、

71
ワ
ー
ド
と

1子
、
徳
氏
す
る
こ
と
は
、
出
対
ー
の
サ
イ
ト
、
河
円
則
改
び
サ
ー
ピ
一
人
に
説
明
を
山
中
え
る
拾
写

避
す
る
こ
こ
が
で
き
る
ー
～
め
、
バ
じ
く
一
九
十
抑
制
速
読
t

に
ん
同
ま
れ
る
本
米
の
い
H
h

昧
範
一
一
均
一
で
の
在
勺
使
用
と
い
え
る
と

L
亡
、
川
凶
附
柿
権

の
侵
中
川
を
ア
れ
一
定
し
～
。

不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
、
故
川
壬
ー
は

ヤょぬい
J

販
売
し
た
ソ
フ
ト

L
ー
一
社
む
名
恥
い
を
一
広
島
な
伎
円
で
表
示
し

誤
認
を
悩
く
可
能
ド
が
な
い
と
し

C
不
政
争
行
お
も
併
主
L
2
0

企
業
の
悶
述
性
ピ
つ
い
て

ま
こ
、

J

一
民
に
つ
い
亡
、
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
百
ぱ
げ
か
「
？
ン
干
ン
グ
占
笹
山
」
サ

i
ド
ス
ー
ピ
緑
川
h
L
T

ゐ
際
に
、
拾
い
宗
キ
i
けノ

l
k
と

の－
w甘
γ

骨抜一室十七、
λ
d…け戸しいω

ま
た
、
川
明
文
特
ぷ
い
が
本
汁
筒
椋
を
検

31tャ
ー
η
v
ド
！
二
、
〕
亡
使
用
ず
る

行
為
は
法
作
に
法
UF、
ぶ
し
い
伝
い
た
め
、

白千
T

一が

ラ
ン
キ
ン
グ
日
航
士
川

7

ピ
ス
を
治
共
れ
が
ー
に
帰
H
h十
る
こ
と
も
退
法
行
為
で
は

主
い

ζ
L
て
、
判
例
川
北
惜
円
慣
行
及
び
γ
ハ
花
ぬ
請
し
為
の
責
紅
れ
を
rhH｛
や
よ
い
の

裁
刈
恢
一
つ

J

。
。
人
司
｛
ト
海
大
衆
椴
場
物
山
h
u
刈
口
投
斗
決
｝

原
告
γ
八
衆
交
志
位
社
一
以
之
、
一
白
人
政
」
）

は
文
字
日
間
際
一
十
八
段
i

の
印
刷
綜
権
者
で
あ
り
、
原
告
上
海
一
人
衆
院
、
場
物
流
有
限
公
司
以
内
、

大
衆
殿
場
」

は
当
該
，
U
川
南
町
の
使
用

d
u酌
r
q
z
一
又
げ
た
被
計
詰
者
で
お
る
ι

（

〕

（

U
ト
し
乞
町
、

何
回
時
中

u
は、

白
皮
H

J

P

の
検
素
一
よ
〆
シ



ン
い
「
上
海
大
衆
搬
場
均
一
流
企
限
公
司
、
「
ー
淘
I
八
県
」
手
の

A
7
ヮ
、
ド

（
以
下
、
「
ぇ
件
キ
i
ワ
y

！
ド
」
）
十
一
入
力

F
る
；
、

卜
ト
ル
争
く
の
「
大
衆
搬
場
」
と
い
が
不
さ
れ
る

L
ケ
が
珂
れ
、

こ
れ
り
は
い
ず
れ
も
ワ
、
J

ま
も
／
グ
読
売

4
7
ピ
ス
を
引
引
い
月
L
、
手
ら
仁
、

リ
〆
ク
告
の
汁
イ
ト
は
い
ず
れ
も
大
栄
搬
場
／
ご
関
係
の
同
業
首
の
ト
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
こ

そ
こ
で
、
一
一
県
γ
一
は

一アシ
F

〆
ゲ
読
売
」
浄

i
y
ス
は
／
i

、J
夕
、
不
ノ

f
｝
け
J

山1
口
比
リ
ピ
ス
で
あ
れ
、

y
u
L
l
がん川
t

断
て
原
告
の
刈
豆
町
銭
高
検
を
こ
り
ょ
う

La
リ
山
去
作
ノ
ピ
ス
で
使
用

γ
る
行
為
は
、
必
標
法
1
止
条
一
号
に
い
う

P

伐
採
rM
世
侵
害
行
為
、
及
び
γ
h
F説
予
防
一
J
H
法
九
条
に
い
う
虚
偽

ぶ
告
の
不
可
抗
争
行
為
に
該
当
す
る
J
し
＼
使
用
の
茅
止
応
、
影
響
心
深
ム
と
損
害
胎
償
を
h
k
め
と
、
一
日
皮
本
引
と
一
荷
崩
域
に
お

十
い
司
て
プ
ブ

J
L
一
〆
グ
i

一羽山巾

－J府
内
p

ナ
ム
十
パ
引
を
お
千

ιポ
ー
訟
吉
法
却
し
た
〈
こ
れ

ι対
し
て
、
白
皮
は
、

サ
ー
で
ス

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

フ
ン
干
ン
グ
続
完
」
↑
ノ
ー
ビ
ス
が
本
一
史
的
に
検
卜
中
市
コ
ン
～
ン
ノ
ザ
1
ピ
ス
で
あ
わ
＼
士
同
夜
に
い
か
ん
品
。
情
報
も
佼
供
せ
ず
、

り
ン
ク
犬
、

一
者
行
イ
ド
の
竹
容
を
審
ん
同
な
い
し
「
ン
λ

リ

I
ル
す
る
、
一
と
は
で
き
な
い
し
、

一干

ノ

οJ 
f、
万
｝~ ιJ、
主ュ

円

、

山
～
ド
り
る
ナ
イ
ト
を
制
限
「
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
、
同
サ
i
ド
ス
と
従
米
の
検
索
ニ
ン
ジ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
の
区
別
は
、
中
に
サ
i
M
L

ヴ
、
向
山
者
心
サ
イ
ト
セ
伎
会
計
尽
に
お
い
て
俊
先
的
に
友
子
し
に
ι
す
ざ
と
い
一
L

と
を
玉

t

長
し
に
代
さ
、
り
に
、
本
件
ト
寸
i
ヴ

i
r
M
d
原

の《
υ
ぷ
刷
一
刊
に
批
仙
山
ぃ
ヲ
る
山
一
と
J
4
山
中
」
心
思
い
知
り
得
一
ず
、
十
一
サ
役
的
に
は
訴
状
吹
受
け
て
既
に
た
件
干
i

ワ
i
ト
と
第
一
一
主
サ
イ
ト
し
）

の
ワ
ン
ク
J
b
午、切川川、

J

た
た
め
、
出
帆
吾
、
ニ
ン
ジ
ン

1
5
P
と
し
て
の
一
党
げ
1
4
果
た
し
た
と
ニ
一
長
〕
た
ご

裁
判
所
は
、
ま
ず
、
向
原
持
の
侵
宅
い
に
つ
い
て
、
づ
〆
ヰ
ン

ザ
？
ピ
ス
に
本
件
L

了
ワ
、
ド
を
む
九
九
刊
偲
用
し
た
第
一
一
者

ら
は
、
本
件
キ
ヲ
ワ
ー
ド
町
一

J

文
ょ
を
出
身
の
匂
｛
卜
に
お
い
て
ー
も
加
詰
な
ん
バ
ハ
で
表
一
七
1
1
闘
容
に
渋
訟
を
バ
コ
乙
さ
」
た
と
L
て
、
到

方

刊
昨
叫
が
u
f一
任
い
す
る
ゆ
同
宗
料
果
に
本
利
h

キ

ワ

標
主
ナ
れ
司
法
制
川
秋
一
条
一
号
に
い
う
内
標
権
伝
ん
よ
戸
七
為
で
為
る
〆
｝
認
定
L
K
。

γ7 
／ 

ド
が
よ
ハ
市
下
さ
ひ
Q
r川J
町
、
ア
れ
は
検
号
L

ン
ジ
ン
の
綴
訟
を
実
現
す
る
際
に
当
然
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
一
一
ワ
ン
ヰ
ン
グ
読
売
ー

・1 

に
検
索
結
来
む
支
店
駐
序
今
一
改
決
し
て
い
る
が
、

白
山
問
、
が
放
志
に
第
＝
者
ら
の
U
M
I
ノ
汀
為
に
机
便
主
渋
江
守
し
て
い
る

サ

l
v一ス

ユ当
l自］
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、一
」

い
！
と
、
〕
亡
、
雨
椋
法
実
施
条
例

4
0灸

百
度
が
田
技
的

号
に
し
い
う
凶
隙
桜
同
店
主
了
勺

fdに
ー
必
川
、
ど
ゆ
い
と
し
て
、

r日

に
立
川
襟
枕
刊
か
γ
伝
ι
古
1

て
い
な
い
こ
刊
断
1

）た

J、
円問

’
）
か
し
、
従
来
の
検
索
エ
ン
ジ
／
を
利
用
し
て
日
践
に
牛
成
じ
た
検
－
Z
縮
図
ぶ
之
一
九
て
、
「
プ
ン
キ
〆
グ
一
問
先
汁
ー
ピ
ヲ
ヘ
は
有
料

ctの
打
、

？
ン
キ
ン
グ
競
売
」
サ
i
ピ
ス
を
交
け
よ
』

7
tす
る
列
用
者
は
あ
ら
カ
じ

コ

ワ

i
ド
を
認
出
ず
る
こ
乙
汁

λ
位
二
に
お
り

サ
ピ
ス
バ
I
U

係
者
こ
し
て
む
い
肢
は

に
使
用
さ
れ
た
よ

i
ワ
ド
り
ん
じ
法
性
中
一
審
告
す
る
義
務
、
／
一

ラ
ン
エ
シ
グ
け
既
t
I
1

能
わ
ず
が
あ
打
、

叫
ぃ
出
者
が
選
r
止
し
た

t
l
り
l
i
が
位
人
心
雄
九
引
を
ハ
広
告
す
る
お
そ
れ
が
明
ら
か
に
ト
仔
在
「
】
I
G
州
市
討
に
は
、

さ
ら
に
ム
訂

札
nv録
な
ど
わ
一
司
昨
日
資
料
一
ゼ
提
出
さ
ド
る
な
ど
し
て
容
脊
し
た

U
れやは

μ肢
に
辺
尖
が
L

れ
る
と
推
泌
さ
、
れ
る
と
判
一
ボ
［
た
し

そ
し
て
、
大
衆
一
搬
湯
が
常
に
お
い
て
著
名
な
れ
「
業
で
あ
り
、
被
仲
心
人
で
あ
る
け
JU
了
時
子
会
付
は
h
C事
パ
ー
ん
ど
知
り
戸
け
る
べ

き
で
？
の
り
、
複
数
の
第
一
者
が
こ
れ
を
ふ

l
ワ
！
？
円
と

L
て
町
付
録
し
て
い
る
事
実
か
、
わ
す
れ
日
、
梧
利
川
Y
害
の
お
そ
れ
が
明
ら
か
で
為

る
と
い
え
る
〉
ご
ろ
、
巨
肢
仕
は
J

札
会
公
似
に
7

？
？
？
わ
る
似
小
川
似
の
キ
！
っ

l
v

ア
ィ
ル
タ
リ
〆
グ
し
伊
行
っ
て
お
ら
ず
、
エ
れ
以

引
の
審
ん
l
机
霞
吉
一
切
取
、
つ
ず
、
ム
ロ
円
的
な
乙
れ
査
義
誇
JY
来
た
し
て
い
な
い
と
｛
二
三
過
失
が
為
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
符
観
的
山

純
一
一
主
ら
に
よ
る
尚
際
社
惟
の
伐
了
ア
乙
利
助
ず
る
共
同
不
法
行

rdが
成

Y
1
2弘
一
去
、
つ
え
司
法
市
長
任
主
白
川
人
ノ
も
の
と
判
断
〕
た

J

ま
た
、
裁
判
所
は
、

小
正
競
争
行
為
－
の
必
白
性
に
閑
L
亡
、
検
出
r
y
d

恥
悶
戒
の
似
｝
作
会
一
改
泌
す
る
ブ
ン
キ
ン
グ
試
i
冗

ぃ

i

ピ
ス
は
、

利
い
同
苗
汁
イ
ト
！
の
情
報
を
出
涜
に
掠
川
い
し
て
お
ら
F
、
拾
い
索
結
果
剖
面
1
4
利
用
苔
の
商
品
沿
い
し
役
泌
を
紹
介
、
〆
て
い
な
い
た
め
、

v
h
告
と
は
訟
の

f
れ
な
い
と
し
て
、
白
玄
の
匂
ー
ピ
ス
桜
位
い
行
為
山
体
が
虚
偽
な
仏
ι
U

と
い
う
不
正
村
問
主
行
為
に
該
引
」

L
K
い
こ
判
断

し
に
u

し
ひ
し
、
州
内
阿
U
F
叫
位
侵
中
川
な
相
訪
し
一
～
／
一
日
じ
一
一
川
河
仁
、
九
一
口
立
た
な
、
日
山
円
一
台
な
っ
た
辺
尖
に
よ
り
第
一
一
者
心
不

IL競
争
行
坊
を
答

に
有
効
し
ゅ
人
共
日
不
法
行
品
け
成

υ
を
認
め
、
第
一
五
？
J
J

」
昂
－
佑
責
任
を
ノ
コ
う
も
の
と

4
断
し
た
。

結
へ
耐
と
し
L

日
皮
か
取
に
リ
ン

は
認
め
ず
、
謝
山
手
間
昨

d

の
渇
説
、
こ
犯
者
飴
償
の
支
払
士
命
じ
h

I
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の
｝
フ
；
ア
J

グ
以
し
允

L

品

1

ピ
ス
を
め
州
、
、
る
↓
件
の
訴
訟
で
は
、
r
仁
反
対
の
判
決
げ
か
山
さ
れ
た

J

士
ず
、

サ
ー
ビ
ス
利
市
計
心
行
為
に
つ
い
こ
、
裁
判
例
2
で
は
、
裁
判
所
は
、
出
席
何
人
同
町
M
に
お
け
る
「
全
脳
こ
「
ん
脳
連
読
」
と
い
ベ
表
札

は
で
れ
日
件
玄
味
を
有
し

放
的
r
J
h
使
わ
れ
？
て
じ

サ
ヲ
ピ
一
人
利
用
者
の
じ
為
子
、
げ
の
日
ハ
外
的
な
態
ぷ
を
え
れ
ば
、

こ
’
れ
ら
の
仮
名
私
や
止
当
に
伐
川
市
L
丈
に
す
ぎ
ず
、
損
司
川
一
以
訟
を
は
砕
す
る
汁
声
4
0
取
っ
九
一
？
と
し
て
説
際
む
止
当
な
伎
川

Ir背
ψ
i
す

る
こ
汁
断
し
、

P

パ
択
権
侵
宇
ハ
ば
い
し
不
正
競
争
行
為
を
，
b
j
川
正
し
た
n

こ
れ
に
対
L
、
故
時
折
3
で
は
、
裁
判
所
は
、
リ
ン
ム
ヅ
ペ
凡
り
す

い
一
ス
利
川
明
者
の
什
イ
ヘ
ニ
に
お
唱
て
も
原
告
刷
W
M
h
V
A
円J
U

リ
ι
1
円
l
f
v
M
M
顕
著
な
方
法
で
衣
不
さ
れ
、
下
一
い
認
ケ
↓
が
い
と
と
し
亡
凶
結
権

レ
し
不
v
H
段
下
行
為
を
認
定
し
人

1

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

つ
リ
メ
に
、
白
骨
一
〈
U
J
巾
助
に
よ
る
共
同
ボ
ふ
い
わ
ぬ
口
一
日
じ
に
つ
い
て
、
裁
判
例
2
で
は
、
裁
判
所
は
利
市
者
心
キ
！
っ

る
百
度
口
身
心
評
恋
慕
刊
に
一
以
投
じ
、
北
品
五
義
務
を
有
す
る
こ
と
ど
不
岐
し
な
が
ら
、
そ
の
只
体
的
な
茶
花
刊
ド
零
に
触
れ
ず
、
結
局
、

間
接
の
山
院
す
が
ヒ
い
と
し
て
、
十
F
肢
の
宍
同
不
反
行
為
主
辻
仁
ト
y
U
4
門んむしす九
r

こ
れ
に
だ
し
て
、
教
怖
円
例
3
で
は
、
政
判
所
は
、
枚
索

キ
i
ヴ

i
々
の
伎
明
仁
（
り
ム
圧
は
が
ー
を
市
中
川
川
ι

乙
れ
査
す
る
こ
と
F

ピ
内
容
と

rる
台
民
的
な
審
公
義
務
J
V一
口
肢
に
斗
叫
し
、
さ
か
商
練
中
後
数

の
利
川
U
4
引いがキ
i
ワ
v
t
ト
仔
録
す
る
な
と
問
、
り
か
に
他
人
の
ぬ
利
を
校
出
［
す
る
お
ュ
れ
が
あ
る
場
令
に
は
さ
、
ご
い
客
一
全
長
務
が
百
一

rzc

れ
る
と
判
示
、
ν
J
L
h

の
t

o

h

F

，
Y者
JF
闘
相
か
と
う
か
に
よ
っ
て
l
U
3
P
に
認
手
れ
令
、
百
出
明
義
務
を
M
m
別
十
ゐ
方
法
は
、

ド
ィ
イ
、
プ
一

関
連
の
九
千
同
法
規
ρ～
／
）
代
古
想
を
共
通
に
し
て
い
る
こ
い
え
よ
う

J

γ7 
／ 

寸
式
叶
品
九
丹
、
土
、

－一ノ
l

、1
J

－
f
z

バ』一

泌
物
流
対
行
反
崎
山
…
で
は
一
ゐ
白
山
日
日
！
町
一
弥
用
し
、
よ
り
ル
く
共
同
不
法
行
為
の
成
げ
を
認
め
て
い
る
。

て、

L
L
海
大
衆
搬

共
司
ぶ
庁
、
行
為
の
点
リ
に
つ
い
て
士
飢
説
を
採
尽
す
る
の

「
ば
久
円
入
」
、

｛

l
4↑
f
v
 

｝
生
…
潔
往
刻
一
一
？
〕

・1 

践
す
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r日

〉
牛
耳
「

cdハ一
1
4件

〉
L
Jぞ
C

コc
乙
は
、

cccmTν
祉
が
桜
供
1
J
J
I
ペ
イ
る
検
奈
川
必
助
川
f
r
h
ι
μ

汁
ヲ
ピ
ス
で
あ
る
J

Y

力
1

ド
ス
利
応
蓄
は
、
お
設
し
た
い
広

J、
円問

、
そ
の
片
山
々
ー
に
関
述
の
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
乙
ク
ペ
ソ
ソ
ク
所
仰
を
あ
り
か
じ
め
選
択
な
れ
目
、

J

、
イ
ノ
タ
ネ
フ
ト

e
i
’
ザ
が
そ
の

匹、
111

ワ
i
ド
明
治
余
計
J
4
0

ど
、
検
ナ
イ
仏
国
ボ
両
T

凶
の
や
測
の
ス
ポ
／
サ
間
に
山
告

i
uサ
イ
｝
へ
の
リ
／
ク
午
詞
子
山
告
が
？
付
税
汽

れ
、
ユ
ー
ザ
の
ク
リ
y
ク
円
波
止

U
じ
て
課
金
額
掛
川
定
さ
れ
る
壮
約
み
で
あ
る
n

検
索
結
来
回
出
に
お
け
る
み
載
い
日
以
れ
に
、
ム
打

皮

一7
J

t

シ
グ
説
先
一
吋

l
v
ス
と
の
遣
い
は
、

サ
イ
ト
で
の
掲
載
航
位
以
、

u

－uEー
に
よ

Z
L設ー
ιさ
れ
た
ケ
リ
ソ
ク
単
価
だ

け
し
で
は
な
く
、
広
む
ペ

1
3
と
え

l
り
l
ト
心
開
述
吟
な
ど

J
仏
止
円
心
「
山
冊
目

b
k
ι

川
め
て
総
合
的
に
決
記
さ
れ
る
と
さ
れ
て
し
る
ト
門
戸
で

の
ザ
ム
V

裁
川
円
例
4

。
ひ
た
一
一
口
止
法
八
川
電
器
比
（
L
c
o
m
p
判
伽
｝

ー
い
山
口
什
ム
川
比
定
p

比
一
怯
批
判
付
有
限
公
一
ロ
ザ
（
以
卜
「
港
批
」
）
は
「
緑
一
片
思
」
（
以
卜
、
大
ー
件
凶
探
」
）

の
凶
標
権
巨
で
為
る
汎
外
…
拠
出
パ
公
行
J
F

h
J

川
仏
ト
門
仙
川
い
問
権
の

vdtJKち
パ
ペ
げ
た
主
で
あ
る

出

向

二
0
0
七
4
1
に
汚
r
や
は

U
F
（十

ccm一
々
寸
国

の
検
索
r
一、亡ン

ン
に
「
料
品
刷
、
ヲ
と
い
う
キ
ー
リ
マ
ー
ド
JT
人
カ
ト
ー
る
と
、
検
索
掠
州
市
の
ち
！
の
ス
ポ
ン
サ
・
汁
ノ
／
ク
市
川
に
紋
島
民
第
一
寸
己
保

ぬ」

ζ

い
う
リ
／
ク

F
点
れ
、
こ
れ
を
ク
リ
ッ
ク
十
れ
は
競
争
情
一
十
で
あ
る
第
三
に
仕
工
場
戸
以
K

1

1
第
一
山
田
町
内
L

一
〉

之

、

η

、

q

j

1

1

3

r

f

z

 

ジ
ト
九
三
ど
り
有
く
」
と
を
先
見
L
た
。
な
お
、
第
一
？
明
治
の
ホ
ヲ
品
川
ハ
ジ
に
は
「
緑
白
河
川
判
と
い
う
文
字
が
表
示
さ
れ
て
い
な
か
コ

乙
。
そ
こ
で
、
リ
川
旧
日
九
川
法
、

μ
小史一
qmwf
廿
か

の
一
～
〆
（
訓
H
C
V円
L
z
ー
サ
ー
ビ
ス
に

i
ワ

ト

乙

L
E佐
川
刑
す
る
行
為
は

高
椋
恨
の
伝
害
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
第
一
一
九
日
目
器
乙

中

E
に
対
し

k
J
L
J
司ミハ－
z
t

サ
ャ
ス
に
お
け
る
本
JF
帥
際
の
使
用

行
為
正
美
止
め
、
影
矧
υ
の
除
去
と
目
2
7
1
口
賠
償
今
一
求
払

C
五
え
か
一
提
起
し
た
に
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審
法
判
所
は
ま
ず
、
箔
一
屯
誌
が
「
緑
品
胤
ー
な
検
宗
干

i
η
i
ド

j
三
I
L

選
乏
し
、
「
け
れ
島
民
釘
一
一
定
お
場
と
い

λ
で
検
宗
L
m
弔問
L

衣

T
c
r
t
る
行
為
の
性
質
に
つ
い
て
判
断
1

v

た
っ
ー
は
判
所
は
、
会
」
C
四一内
ν

戸
国
が
伏
供
L
に

T
3
4
5
T
Aリ
ド

ス
は
、
伝
3

抗
的
な
彰
式
の
広
μ
江
い
一
ば
川
＋
ハ
な
る
も
の
の
、
川
吋
ピ
ス
利
可
者
心
汁
イ
ト
へ
の
リ
／
ク
を
イ
ン
ク
7

ホ
／
卜
・
ユ

4
T

に
提

供
L
そ
の
い
情
報
を
京
，
λ
h
b
し
め
る
効
果
が
あ
る
ー
γ
め
、
守
主
口
法
条
に
J

う
特
定
の
媒
体
を
介
し
た
広
告
行
為
で
d

め
る
〆
｝
認
定
し
ゅ
人

う
え
、
知
人
一
の

pd析
を
z
山
f
j
官
伝
に
伎
川
」
9
る
、
｝
乙
J
h
常
国
ル
の
巾
山
川
市
行
為
に
内
主
れ
る
／
｝
定
げ
の
に
商
除
法
実
地
条
析
一
二
条
を
摂
処
に
、

第
一
屯
詐
心
一
志
／
付
お
げ
か
荷
叫
憶
の
使
用
行
為
に
茨
当
「
る
と
川
野
L
f
c

ご
し

t
、
川
市
一
電
器
か

紙
農
民

ー
ヮ
l
！
と
し
て
古
川
ず
る
こ
と
に
は

亡
が
～
乗
h
Lリ

の
日
的
が
弘
司
令
一
」
し
」
は
明
ら

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

か
で
あ
り
、
約
卜
京
私
市
ボ
L

緑
内
向
民
治
一
屯
山
が
i
i功一
l
L

い
う
両

ιを
結
び
利
け
る
よ
う
ん
品
広
告
を
表
小
百
せ
る
狙
い
は
、

日
神
島
民

C
山
所
ピ
一
以
認
混
戸
大
、
ぜ
る
こ
と
で
み
る
と
し
r
、

タ

ー

ネ

ァ

入

コ

l
サ
に

ぷ
主
7
且
ハ
心
包
が
レ

と

九
点
取
を
流
用
し
て
第
一
語
山
市
に
よ
る
附
標
権
（
山
山
江
主
一
乞
認
定
し
た
。

方

t
c－v拘
｛
句
牛
同
に
つ
い
て
は
、
第
一
批
判
付
が

サ
ー
ビ
ス
に
守
録
、
し
f
結
沢
J

ど
編
集
管
坦
す
る
能
力
は
な
く
、

w
f

－uM情
h
w
れ
の
札
口
法
問
に
つ
い
て
位
以
司
義
務
J

何
十
一
し
な
い
と
刊
一
が
に
一

さ
ら
に
、
（
一
c
c
E々

引
回
目
訴
訟
」
い
お
い
て
既
い
第

＼の
λ

寸

ワ

v

ド
広
口
べ

7
iピ
ス
提
供
を
将
ャ
什
γ
γ
7
一
た
め
、

t
e
c
m一
合
同
の
共
同
ギ
法
行
為
責
任
主
ア
円
U
J

ドピ～戸

、
7
れ
に
対
し
て
、
か
一
L
W審
は
同
じ
く

1

〉
牛
耳
ミ
L
1
9
T片
山
内
庁
ー
ビ
ス

,oo 

中
日
に
審
売
英
仏
仰
が
あ
る
か
否

川
川
春
乙
川
持
八
な
る
判
断
を
行
っ
た
υ

裁
判
所
目
、

ま
ず
、

v
u
吉川刊
Y
4自
に
税
事
エ
義
務
を
説
ー
〕
た
vhι
円
作

か
y
y

一い
h

ワ
与
守
山
に
つ
い
て
、

h
h

択
に
ぶ
つ
き

山T
r止
に
存
査
義
務
が
ふ
め
る
に

1
断
し
、
手
査
義
務
を
叫
す
ノ
、

7
」
に
よ
っ
て
I
T
技
桁
と
サ

γ
ス
の
党
以
が

γ7 
／ 

担
士
ハ
さ
う
れ
る
こ

γー
会
主
町
一
令
中
市
い
の
i
r
m
刀
法
川
尻
｛
止
を
逸
泌
す

Q
d出
に
な
ら
な
い
こ
し
て
こ
れ
を
沢
け
た

U

結
果
的
日

電

・1 

両
者
が
原
告
浅
い
に
述
凶
刊
し
て
主
主
賠
償
を
支
弘
、
つ
べ
き
2
し
て
原
官
判
決
を

器
と
（
rx長
一
合
中
一
山
ん
ら
宍
M
川
不
法
一
行
為
R
午
」
完
封
叫
許J

イ
ノ

告
4
1針
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r日

十
小
久
由
入
〕
ム
ん

ニν、
n市

本
刊
ハ
1
d
d

心
り
ド
一
ス
提
供
げ
臼
で
あ
る
1
5
p

う
ち
被
訂
乙

L
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
、

汁

v

ピ
ヲ
ヘ
刊
判
凶
お
だ
け
で
江
く
、

裁
吋
例
つ

J

乙
コ
叶
械
に
、
政
吋
γ
加
は
サ
ス
刊
用
者
の
古
汗
か
一
認
定
L
た
が
、
捉
え
た
ノ
れ
為
の
性
質
、
と
用
い
た
彼
拠
条
文
は
宍
は
る

U

ま
ず

J

、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
サ
イ
ト
に
原
告
〈
ソ
門
際
が
表
不
在
れ
て
い
る
栽
刈
折
、
。
で
は
、
高
阻
何
事
件
司
氏
解
釈
全
与
に
い
い
つ

句
人
の
民
り
は
制
ソ
円

J

と
日
川
又
は
鎮
似
す
る
文
字
ιhv
企
業
名
称
と
し
、
問
係
公
衆
に
誤
認
を
年
じ
、
九
日
る
可
能
川
叫
が
あ
る
も
の

！
」
ず
る
と
し
ご
、
尚
同
小
F

維
の
伐
芹
行
為
と
d
品
川
記
さ
れ
、
一
円
反
の

H
l
ゾ
ス
が
片
山
パ
什
斤

l
u
ス
で
あ
る
と
の
原
白
の
、
一
て
扶
r
L
U
け
し
て
、
裁

斤
！
ピ
ス
利
用
持
C
F
ノ

f

に
原
書
心
荷
川
河
川
が
L
点
小
3
れ
て
い
な
い

本
咋
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
は
土

sn一
ゅ
の
サ
ー
ビ
ス
は
！
仏
土
円
以
勺
l
v
ヌ
ヤ
よ
め
る
と
一
己
定
し
、

判
所
は
ん
あ
く
ま
で
倹
京
↑
ノ
ー
ビ
ス
三
一
る
l
L
判
析
し
た
〔

,, 

広
告
に
…
。
け
る
枝
川
も
防
擦
の
伎
市
行

rAに
L
f
ま
れ
る
と
し
IK
上、

「
日
開
島
底
抗
一
議
お
i
場

と
い
う
他
人
心
尚
掠
と
巴
凶
作
乞
悶
連
日
川
げ
る
よ
う
な
広
告
の
－
友
不
ん
式
が

玖
勾
仙
山
出
向
ど
M
如く
b
心
f
、
あ
る
と
し
て

「
他
人
心
守
録
尚
様
寺
田
権
い
三
」
の
他
心
胸
中
ハ
な
f
fス
vG
こ
と
な
商
照
権
心
口

H
Tと
ん
む
め

L

ぺ
商
標
法
ハ

条
斗
u勺
の
包
括
争
、
噴
い
基
づ
き

サ
ー
ビ
ス
利
い
川
！
者
の
行
為
J

ど
前
回
い
怯
の
信
中
行
為
r
認
定
し
た
c

I
S
F
と
、
〕
て
俣
市
γ
い
に
聞
は
怯
的
い
閲
i
J
す
る
汀
反
政
つ

裁
判
制
ー
で
は

裁
判
所
は
条
例
「
一
に
さ
っ
き

の
責
任
に
つ
い
亡

V
1
反
に
X
I心
計
九
法
上
の
事
前
零
伝
義
務
を
却
し
て
い
る
の
に
対
し
こ

本がいい
A
f
訴
審
立
は
J
汁
リ
端
的
に
什
h
Z
M川
合
ム
告
で
あ
る

（
中

3
c
m
T
ν

に
六

F

佐
川
法
！
の
一
1
甘
ん
ォ
義
務
J
P
Z

課
L

2

1

の
で
あ
る

ド一

三五
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l日

－
山
岡
裁
判
例
の
整
列
！
と
検
討

他
人
の
利
根
を
検
点
、
71
ワ
ー
ド
と

1子
、
口
社
こ
関
連
引
け
る
行
為
の
件
質

検
索
エ
ン
ジ
ン
な
／
一
を
運
υ！

7
r
，G
I
5
V
は
、
よ
り
古
川
い
れ
口
川
術
値
を
v
も
た
ら
す

J

ピ
ジ
ァ
h

ス
モ
デ
ル
？
？
開
発
し
続
け
て
き
た
以
l

c取
り
上
げ
た
中
一
五
心
政
吋
例
は
お
日
る
九

1
5
p
が
必
位
い
す
る
こ
れ
ら
の
サ
l
ピ
ス
は
い
ず
れ
色
、
イ
ン
タ
ー
も
ソ
ト
ト
ー
ヶ
ロ
日
る

膨
大
注
目
甲
心
情
報
か
ム
1
1祉
の
高
山
令
役
務
に
詩
「
る
一
料
情
仕
い
し
IJH引
の
サ
イ
ト
を
山
犬
山
川
3
せ
、
特
定
品
ワ

i
卜
に
持
、
心
を
～
汁

7A
ン
タ

l
不ソ

P

コ
l
r
p
L
優
先
的
に
提
ボ
し
よ
う
と
す
る
雫
業
者
？

γ

ち
の
需
要
に
若
刊
し
人
も
の
で
あ
れ

十小川
R
I
J
L
大
た
が

加川…

1hFつに白川
U

わ
れ
る
〈
川
以
去
の
ビ
ジ
ネ
ス
ヰ
「
ア
ル
で
為
る
ー
ネ
ソ
1

t

実
名

は
、
よ

l
ワ
l
f
と
清
誌
な
い

L
け
／
ク
を

主す

。コ

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

関
係
に
置
き
、
そ
の

E
院
で
’
怯
来
ハ
V

H

メ
イ
ノ
名
に
近
似
す
る
も
の
で
為
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
最

hcト
ノ
ー
ビ
ス
で
あ
る

ラ
ン
キ
ン
グ
続
十
万
一
と
一
〉
L
A
M

－
ur一
は
、

キ
1
リ
l
v
と
情
報
な
い
し
り
〆
ク
を
一
対
多
数
の
似
品
Y
L
Eく
も
の
一
I
Fの
旬
、
ピ

ー／八
7
、「
C
F
L
L
一、

一
：
：
一
て
）
J

L

従
米
の
バ
ナ
i
ピ
ス
工
り
も
品
度
ご
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
し
h
－し、

技
術
的
九
は
、

こ
日
ハ
ァ
ー
、
土
＼

！！〈
l
v
l
h

脳
s'J 

は川
U

わ
れ
な
い
じ

止
＝オ
使

＇日
め
れ

れk
'i''] 
fyj 

2 
を
除

rr＂＇人民半、日：氏。刑］ ](11 '20;2_ 1 

こ
れ
ら
の
斗
ノ
ー
ビ
ス
は
い
ず
れ
も
サ
i
Y
ス
利
用
者
に
よ
る
事
訴
の
於
宗
キ
ー
ワ
ー
ド
丘
録
に
志
？
、
も
り
で
為
的
、
技
州
白
体
い
md
夜

詰山一点円民山内一稲川
L
A
U
げ
也
、
ん
ヤ
で
つ
に
、

司
出
法
で
は
九
つ
の
一
位
主
↓
行
為
を
は
ぺ
外
的
に
列
v
b
d

三
り
て
の
い
い
「
れ
か
の
額
引
に
訴
申
す
る

ド
仁
為
三
あ
れ
ば
、
人
HM
ぼ
胤
冊
減
的
に
一
院
皆
、
ニ
判
附
5
れ
る
。
絞
り
L
L
U
H
P

人
件
裁
判
例
は
、

H
ハ
体
的
な
条
文
幻
地
用
に
悶
ヲ

の
の
、
す
べ
て
汁
2

ピ
ス
利
用
者
の
む
品
を
出
標
権
侵
害
一
な
い
し
木
正
む
」
沼
ノ
十

ド
メ
イ
シ
名
司
法
解
釈
を
参
与

γ
し
な
が
い
り

為

市
J

断
し
た

U

村
批
判
例
！
の
ー
ネ
ソ
ト
実
名
ー

－
H
一ーコ
7

j

J

二
コ

五
E
J
4
r
f
J
f
l
r

戸一「ノパ
T
に
や
仇

l
t
v
l
、）
ly

γ7 
／ 

ρ
亡
、
持
際
法
の
包
活
条
一
明
ζ

京
正
競
争
防
d
法
の
般
条
一
ソ
を
そ
う
れ
ぞ
れ
適
川
市
し
に
u

ま
ぺ
一
一
フ
ン
ド
／
ク
一
字
戸
と

ヘ〆門戸

-1 

中
1
訟
ザ
l
v」
ス
士
仏
れ
と
い
U

る
か
と
う
か
に
按
ず
る
及
判
一
寸
の
判
断
日
分
か
れ
た
が
、
広
告
と
見
な
い
裁
判

宅。コ一よ一
v
」
へ
J

一t
p
L
b
h

、

L
i
ν

｝
1

、↑

f
h



r日

例

3
で
は
、
刷
一
刊
雫
件
司
法
解
釈
一
久
子

日
、
広
μμEuthw
双
判
例
4
で
は
凶
際
法
の
包
括
条
町
、
を
そ
れ
ぞ
れ
過
日
ー
し
た
）
ミ
れ
つ
の

汀
断
は
、

ι
呉
川
論
に
お
い
て
い
ず
れ
も
賢
司
で
き
る
と
考
え
る
υ

な
ゼ
な
口
、

裁
判
例
3
ご
は
、

J
ン
ク
似
の
サ
、

JY
一
ス
利
い
い
川
者
心
サ
イ

J、
円問

ト
ー
で
も
他
人
の
商
標
を
使
い
デ
ν

て
お
り
、

ま
た
ふ
判
例
4
て
は
、
「
商
標
汁
v

ヒ
ス
刊
判
い
い
勾
引
の
什
名
こ
い
つ
形
で
広
皆
川
μ

表
不

さ
’
れ
る
た
め
、

サ

r
J

一
ス
川
一
川
者
け
行
為
が
内
析
し
u
h
障
を
口
官
許
し
て
い
る
こ
と
は
切
ら
p
t
f
）
い
え
る
か
ら
で
あ
｝
白
。

開
設
は
、
仮
に
潟
阻
刊
を
A

1

v

ス
利
用
者
の
サ
イ
｝
及
び
サ

f
ト
を
料
ム
つ
す
る
文
字
町
一
若
し
く
は
山
古
に
ふ
く
使
川
せ
ず
、
ポ
ピ

汁
l
v
ス
利
用
者
の
わ
f
f
ヘ
ー
へ
の
リ
ン
h

ソ
を
、
検
討
結
果
リ
ス
ト
の
ヤ
ム
仇
ご
フ
〆
ホ

J

ゲ
競
売
乃
一
場
合
〕
M
F
し
く
は
ほ
索
結
措
同
自
の

ス
ポ
ン

H
l
伺

の一川崎ム口）

ι表
不
ず
る
よ
う
は
ケ

l
ス
で
は
、
来
た
し
て
夜
保
存
侵
害
行
為
な
い
し
不
正
競
争
行
為
と

判

vqL持
る
か

で
ふ
め
ず
匂
っ

こ
の
ト
川
に
ワ
い
て
件
j

況
は
TU｛ヒ説、
f
行
山

ι羽市
JL
分
か
れ
る
が
、

土
品
丸
氏
問
、
ノ
十
wペ
、
“
三
、

正三
I
C
ナ

T
パ
l
b

旦
ハ
払
川
町
内
コ
パ
官
半
口
’
打
為
の
類
似
に
当
て
は
め
て
い
く

と
い
っ
裁
判
例
の
一
般
的

G
T訟
で
は
な
く
、
他
人

V
同
様
1日
正
午
純
に
検
宗
干

1
7
1
1
と
し
て
利
用
す
る
す

i
ピ
ミ
利
引
者
心
行
r渇

が
、
，
rrもヲ
J

も
尚
照
子
け
ぶ
叫
心
使
用
な
い
い
「
肉
標
章
表
上
心
使
用

h

該
当
ず
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
っ
こ
、
一
で
い
う
凶

標
法
意
義
ー
の
使
出
」
な
い
〆
雨
様
意
義
ー
の
使
用
」
問
、
商
悼
の
一
山
山
所
表
示
機
能
ζ

自
他
識
別
機
総
生
市
抑
制
す
る
も

司
、
一
山
り

百
本
法
い
い
う
凶
際
的
使
い
い
と
に
相
山

Y
Fる
と
一
口
っ
て
よ
い
と
出
品
行
れ
る

v

他
人
心
的
棋
を
出
沌
に
検
索
キ
v

ワ
｝
ド
乙
し
に
利
m川γ
）
て
色
、
「
LN標
的
伸
山
市
に
J

戸
当
古
川
ず
、
よ
っ
て
荷
僚
権
中
い
区
什
し
え
な

い
と
す
る
否
ど
一
説
は
、
そ
の
根
拠
乙
し
て
、
て
の
も
で
つ
化
利

μは
中
に
尚
一
叫
ん
乙
玲

C
社
公
的
J

ま
た
什
ぜ
い
ス
利
用
者
の
ゆ
リ

f
ー
へ
の
リ
ン
ク
は
、

さ
’
れ
る
た
め
、
内
悼
の
桜
花
を
県
ね
る
こ
と
は
な
い
と

i
張

γ
｝白。

d
M

カ
の
多
数
の
リ
ン
ク
〉
γ
」
も
に
検
索
結
山
市
に
表
不

住
川
市
し
と
い
る
げ

こ
れ
に
対
し
て
、
汁
ば
説
は
、
米
P

団
法
に
お
け
る

三
ミ
君
主

2
E
T
2
3
法
坦
を
参
考
に
、
高
僚
に
付
す
る
辺
一
点
諮
当
日
γ
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商
品
・
1

問
符
椅
担
の
信
用
に
拡
大
オ
ベ
き
と
柄
、
t
、
誤
認
渋
同
が
な
く
、
出
～
悼
の
山
所
久
小
惚
院
を
川
畑
ね
な
い
と
し
て
も
、
防
相
い
苔

結
さ
れ
2
1
4

川
ロ
ヤ
有
田
川
怪
奇
の
い
用
を
伝
市
円
す
タ
打
九
一
目
、
「
宥
仰
い
的
使
い
と
と
あ
り
、
出
標
訟
を
侵
A
L

口
す
る
行
為
と
あ
る
と
十
？
張

γ

こ
の
－
寸
つ
な
一
向
際
的
伝
川
川
」

け
慨
念
を
め
く
る
学
一
品
り
1
4
叫ん一岬は、

に
は
有
パ
刊
か
も
し
れ
な
い
が
、
立
法
ト
、
兵
体
的
な
u
k

中
川
行
為
の
類
型
化
が
一
い
な
り
進
ん
に
羽
行
中
卜
爪
t
比
ヘ
リ
解
釈
こ
し
て
は
、
以
内
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
一
間
際
的
使
用
ー

の川叫ん
r
山
を
用
い

ヲ

G
必
安
は
な
し
ょ
h

つ
に
む
わ
れ
る
じ

ま
ず
、
U
ば
注
」
一
の
解
釈
に
間
し
L
、
第
げ
や
第
一
怖
に
お
い
亡
指
摘
し
た
よ
戸
つ
に
、
中
巴
法
は
、

ud－
－
乍
件
司
法
併
荻

条

↑
J

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

に
お
い
て
、
著
名
尚
僚
の
似
護
に
州
内
寸
る
知
之
乞
｛
疋
め
、

る
前
官
什
と
し
て
、
普
通
商
擦
の
仮
設
要
叫
で
あ
る
一
布
袋
者
心

で
は
な
く
、
よ
り
！
仏
い
概
念
で
為
。
一
一
般
公
求
心

セ
ム
嬰
叫
寸
に
、
非
一
旬
似
商
品
に
r
d
u
川
る
同

λ
は
狽
叫
す
る
問
涼
む

使
川
市
を
ι同
町
村
柊
似
し
士
山
行
為
と
し
て
い
る
ハ
つ
ま
り
、
主
計
古
川
仙
慌
の
保
護
に
つ
い
て
、
庁
凶
商
標
げ
い
は
百
日
認
没
同
要
件
乞
世
間
さ
ず
、
一
昔
主

む
商
標
J
V」
芯
釈
に
」
2

る
行
為

ζ
L
て
、
古
畑
除
措
併
を
ハ
k
－T
円
一
コ
ノ
る
と
判
断
さ
れ
る
べ

h 

七三

3差
柑
ぽ
の
¥;{ 
7是

vコ

で
: :l 
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商
拾
の
希
釈
化
宇
も
た
つ
す
よ
う
な
行
為
？
”
。
伝
卜
士
山
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
｛
J
h
」
が
之
、
、
他
人
の
華
々
亡
尚
味
JY
佐川
A
h
h
斗

i
ワ

i
v

と
、
〕
て
鱗
へ
し
使
附
す
る
場
合
仏
、
汁

i
ピ
ス
利
用
乏
の
什
イ
ト
、

サ
イ
ト
J

ど
初
介
ず
る
F

三
十
列
若
、
ぱ
く
は
仏
己
に
コ
ー
訟
商
悌
が
い
表
示

さ
れ
伝
い
と
、
ぷ
よ
れ
、
そ
の
便
じ
ー
に
出
…
犬
的
い
い
い
的
が
あ
っ
亡
、
、

J

か
も
裁
判
切
り
】
の
よ
う
に
正
引
使
ロ
ん
と
解
さ
れ
な
い
場
合
二
品
、
仏
当

「
霊
法
者
心
川
氏
訟
L

が
要
「
と
さ
れ
る
と
、
マ
勺
、
当
夜
有
擦
が
表
不
さ
れ
な
い
ヶ
、
ス
に
お
い
て
は
、

と
亡
く
い

t
思

わ
れ
る
の
で
、
脱
税
権
侵
肯
／
仁
為
ζ

ず
べ
き
で
は
は
い
た
ろ
う
u

γ7 
／ 

次
に
、
不
r
t
段
下
防
fH法
ト
の
解
釈
ピ
つ
い
て
考
え
る
。

7H疫
の

一
フ
／
手
／
グ
一
茂
t

刈
」
サ

i
f
ス
心
作
賞
に
勺
一
三
f

、
設
リ
リ
例
η
J

-1 

で
は
、
裁
判
所
は
臼
皮
か
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
サ
r

？？いんら
J
H
叩
吉
山
桜

て
お
ら
ず
、
検
宗
払
果
店
昨
今
に
も
礼
川
者
ゎ
，
U



r日

円
聞
な
い
、
ぷ
は
務
ヤ
仁
川
町
咽
介
、
〆
て
い
な
い
L
Y

し
て
、
広
μμ

に
該
当
し
な
い
と
判
断
、
〆
丈
一

ョ
ー
芝
、
は
枚
宗
直
仙
川

し
か
し
、
同
サ
ヲ
ー
ピ
ス
は
、

刑
γ
v
h
ι
μ
と
M
V
－
ば
れ
る
引
；
ピ
ス
の
出
如
、
仁
属
す
る
と
刊
、
一
わ
れ
、

v
h
z
と
は
、
安
い
月
九
乞
負
担
し
て

ま
た
、

P
M門
広
川
ハ
法
一

J、
円問

一
定
の
媒
介

r
形
式
を
通
ー
ヂ
一
官
接
的
あ
る
い
は
同
長
的
に
古
い
ら
の
必
円
山
正
は
川
吋
ピ
ス
を
紹
介
す
る
こ
yu

を
指
す
も
の
三
わ
り
、
い

れ
を
参
考
V
1
7
L

、
ラ
ン
キ
ン
グ
読
売
サ
iγ

ス
は
、
検
守
小
結
果
中
山
孜
作
す
る
有
利
サ
リ
ス
で
あ
り
、
F
1
1
1
1

リ

ド

ピ

ルリイ
f
を
紹
介
「
る
丈
字
引
も
治
一
索
引
舶
来
叫

「山一

日
に
支
店
、
戸
、
れ
る
以
ヤ
ム
、
一
H
度？一

d
の
ど
義
と
は
湾
係
な
く
、
客
観
的
に
こ
れ
ケ
仏
出
と
判
断
「
べ
台
で
あ
ろ
h
1
0

日
対
心
z
ピムサつ
J
I
J
U
γ
5
1
1
γ

ソ
ト
・
コ
ザ
肩
に
サ
ー
ビ
ス
刊
川
用
私
自
の
サ
イ
ト
セ
店
長
い
し
、

そ
う
す
る
と
、
ー
ラ
J

b
一
ン
グ
競
売
）
も
一

rz－2Fr
一
も
仏
告
と
品
川
店
判
決
定
す
べ
き
で
忘
る
v
ど
こ
ろ
、
山
中
団
不
正
競
予
防
J
N

法
九

条
ii 、

ー仏ぺ
I
J
人
は
去
の
犯
の
方
出
ピ
川
市
い
て

中
招
く
虚
偽
の
宣

L
宏
、
不
L
競
争
打
A
Y
k
定
め
て
い

取
引
の
桐
子
む
の

［
た
が
っ
て
、
他
人
む
凶
誌
を

む
よ
う
ほ
検
索
述
勤
I
L
－
－
仏
告
句
l
ピ
ス
心
役
f
J却
し
ム

I
ワ
！

ラ
ン
4
一
ン
グ
続
完
）
や

と
し
て
講
人
し
使
用
「
る
行
為
が
、
た
と
え
向
際
が
沿
い
索
給
宗
一
一
店
上
山
表
一
ポ
さ
れ
な
い
と
し
て
J

へ
門
ど
の
共
体
的
公
礼
ノ
ー
ビ
ス
形

出
y
如、り
U
止
、
、
「
出
所
（
U

叫
ん
舟
ど
が
な
く
て
も
、
よ
り
片
山
い
立
は
で
の

ー
取
リ
（
り
山
恒
子
ん
の
訟
解
」
J

ケ
招
く
山
川
偽
の
宣
J
訂
T

／
～
川
円
断
、
い
符

る
場
合
に
は
、

小
王
山
…
一
？
行
為
と
解
ず
る
ん
が
地
が
あ
ろ
う
こ

Jγ

凹
の
イ
、
J

タ
マ
小
サ
ト
・
ユ
マ
ー
ザ
の
ス
ヅ
ト
使
ロ
川
河
制
m
h
閉
す
る
あ
る
p
j

シ
ウ
！
卜
に
一
ρ

れ
は
、
ハ
ー
一
括
1
ヒ
ハ
一
%
の
コ
？
ザ
は
、

検
索
桁
県
リ
ス
ト
の

l
位
じ
い
ま
で
の
リ
ン

あ
る
乙
手
れ
て
い

、
ま
た

m
p
r一
仁
り
上
が
に
μ
V
E
－－
o
リ
ン
ク
を
ア
ク
セ
ス
す
る
傾
向
が

こ
れ
を
v
川
相
官
に
考
え
れ
ば
、
「
〉
芝
、
ミ
《
一
J

の
て
？
に
広
μ
一
ー
を
、
検
寸
、
結
mポ
ス
ト
こ
は
引
に
、
一
事
閣
の
宇
側

に
設
け
ら
れ
た
ス
ポ
ン
サ
ー
慨
は
友
不
十
る
場
合
に
は
、
出
止
コ
内
容
に

P

伐
採
か
表
－
小
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

ト

r
k
c
c正
｜
コ
一
i

三

1
：1
i」

方
で
あ
る
イ
〆
夕
、
手

y
T
e
ユ
ザ
カ
誤
解
を
制
引
く
可
能
れ
が
ほ
い
と
い
え
る
か
も
L
れ
は
、
。
ー
か
し
、

フ
ン
コ
／
グ
競
売
l

の
よ
う
に
y
九日

u
t
岐
素
結
巣
リ
ス
ヘ
i

わ
最
に
い
に
十
九
不
し
、

し
か
ふ
ど
一
れ
を

υ山ι円
と
お
「
む
ほ
、

リ
ン
ク
末
尾
の

7
E
E
I
ン
ョ
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般
的
な
イ
、
J

タ
i
永
ッ
ト
・
ユ

i
F
に
こ
っ
て
、
商
悌
乙
広
日

と
の
胡
に
町
り
か
の
関
係
ド
あ
る
乙
い
う
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
一
如
、
ま
た
、
実
質
的

ン
」
と
い
ス

V
文
市
十
弐
引
出
の
み
で
あ
一
る
と
い
て
ノ
汁
；
ピ
ス

の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
仁

賀
市
米
ず
る
prい
刊
吋
で
あ
る
乙
い
え
る
か
口
、

角
一
偽
し
」
け
必
の
fm

止
競
争
行
為
に
該
当
一
コ
ノ
る
が
一
詑
性
Jhlv

向
い
と
い
う
べ
き
で
は
ヨ
い
だ
λ
う
か
つ

,, 

検
十
リ
オ
干
ワ

i
ド
河
迂
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
1
ぉ

rの
行
為
の
性
質
こ
責
刊

取
り
上
げ
た
中
正
の
政
刈
慨
に
お
い
て
、
検
ぶ
キ
i
ワ
ド
成
主
サ
ピ
ス

f
r九
供
し
、
他
人
心
凶
標
を
品
川
索
ネ

i
ワ
l
卜
と
し
て

張
先
1
9
る
i
ろ
Y
の
行
為
を
、
声
按
ハ
V

山円山
J

権
件
以
一
土
日
行
為
云
し
し
不
庁
抗
争
行
為
ー
し
判
U
配
す
る
も
の
は
な
ノ
＼

ギ
ふ
り
一
、

v
J
lパザ
u
p
」

け
u
f
f
L

：
可
＝
ロ
L
i

：
L

も
を
正
ょ
う
芯
？
リ
場
以
〈
ふ
り
見
ら
れ
芯
い
（
裁
判
例
は
、

－
当

P
の
責
任
に
民
L
C
、
H
l
v
ス
利
用
者
の
尚
M
F
M

校
内
い
は
丙
ヨ
レ
し
不
日

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

競
争
幻
為
に
い
人
す
る
逃
止
ん
に
よ
る
剖
湖
心
共
同
不
法
行
為
宜
主
ド
の
成
否
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
げ
場
百
円
休
則
し
て
い
る

J
I
S
ド
は
、

市
川
場
権
者
心
紛
争
相
手
て
は
H
T＼
凶
需
の
グ
ッ
ド
山
ノ
ィ
ル
に
に
た
乗
り
す
る
い
と
は
述
常
与
え
ら
れ
ず
、
ま
亡
、
松
山
九
キ
ー
ワ
ー
ド

の
間
以
在
行
為
の
人
を
も
っ
て
、
者
忠
一
附
一
棋
を
希
釈
中
山
す
る
こ
と
も
断
一
百
で
き
な
い
の
で
、
並
週
二
尚
標
権
侵
害
っ
た
と
い
し
不
絞
争

行
為
と
し
て
病
以
ナ
る
よ
り
も
、
過
失
山
よ
る
相
川
一
り
ば
合
問
題
、
す
な
わ
ち
す
i
ピ
ぇ
利
加
者
に
よ
る
怜
f
r
f
f
i
7
！
の
落
人
と

使
川
町
に
対
す
る
〈
H
問
的
な
注
志
義
務
に
追
反
す
る
か
と
弓
か
と
し
て
と
ら
え
る
し
つ
が
、
白
仙
川
乙
い
つ
べ

ゅ
は
、
イ
／
タ
ー
ス
ソ
ト
ヒ
の
H

苛
作
怜
一
民
江
「
ィ
に
閲
す
る
I
日
P
の
責
任
や
、
ネ
ノ
ト
ン
ヨ
ソ
プ
等
の
附
一
昨
権
侵
主
に
い
問

F
る
そ
？
ル
等

法，
U

ノ
色
の
京
日
い
に
闘
す
る
速
の
裁
判
例
に
J
A

三
致
す
る
の
で
あ
り
、
学
説
ー
を
＼
れ
を
支
持
し
て
い

こ
の
「
て
ハ
ユ
γ

仙
J

一
一
日
二
ヘ
日
に
訓
1

〆
い
い
ほ
持
支
任
法
（
ぷ
法
行
為
法
）
が
制

平
同
で
は
、

ゐへ
U
C
九
年

ロ
一
〈
）
年
？
〕
バ
ド

まん

よ
り
疏
行

J

び
れ
た
戸
、
同
法
一
六
粂
は
、
ネ

J
T
ワ
i
ク
ト
の
ι小
川
山
れ
為
責
任
に
認
す
る
見
定
で
あ
る

U

一
千
六
来
一
一
ほ
は
、
一

i
a
守

：
t
l
J
i九

γ7 
／ 

ネ
ッ
ト
リ
ク
判
明
者
の
祐
司
ー
伝
小
刊
行
為
を
い
か
り
な
が
じ

J

必
要
日
行
置
を
と
ら
な
日
れ
一
い
、
連
帯
責
仔
守
化
財
う
と
規
定
L
て
い
る
。
こ

・1 

こ
に
レ
F
7

「
切
り
な
が
ら
了
ピ
現
大
に
公
山
ム
口
r什
均
一
三
川
っ
て
い
る
2
レ
ト
ー
ヤ
観
的
認
識
に
恨
μ
止
し
て
秤
解
し
、

I
S
F
の
手
前
半
U
K
川
義
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r日

厳
守
小
け
に
ず
る
見
解
も
あ
る
が
、
多
数
説
と
裁
判
実
務
け
、
「
知
れ
ノ
杓
べ
き
も
ん
コ
む
J
3
の
と
解
釈
し
、

さ

わ
一
殺
侵
宝
戸
れ
為
斗
寸
乙
連
凶
引
責
任
を
負
う
こ
い
え
止
場
で
あ
み

J

つ
ま
り

l
s
p
は
過
失
責
任

土
読
の
、
ー
で
、

J、
円問

第

川
本
法
上
心
示
論
〆
｝
検
討

ffn 
第
一
千
で
述
ヘ
ー
～
よ
う
に
、
日
本
尚
標
法
上
、
イ
ン
タ
不
ッ

l
上
の
あ
る
行
為
が
高
際
怪
侵
害
行
為
と
大
れ
る
｝
必
に
は
、

一
項
号
、
七
サ
、
八
口
勺
に
定
義
さ
れ
に
制
標
心
中
山
川
行
局
の
い

か
に
形
式
情
に
該
当
j
J
るん
J

げ
で
は
な
く
、

31t叫
／
什
為
が
中
川
所

識
別
協
明
能
を
有
寸
る
一
夜
店
一
什
り
町
山
明
い
ん
川
刷

で
た
っ
て
、
中
心
苛
冗
司
シ
f
r
u
f－－らず
Jt71刊で
1
C

汁
礼
治
よ
ヨ
ら
な
、
ぺ

、

！

i
i
i
l
：

ー

：

’

；

i
l
i－－
－

J
1

そ
こ
℃
、
学
況
は
、
例
々
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
、
に
お
灯
る
古
川
得
心
H
ハ
杯
約
九
砧
州
民
弔
形
態
を
収
h

一げ、

間
桜
丘

条

］国i

八
口
万
を
淀
川
市
計
る
一
で
必
要
な
ー
内
誌
性

一一ノ、

い
〆
！
、

止ず〈咋
JTA弔
少
し
、
か
っ

同
標
的
伎
沼

ー
ぐ
い
、
凡
丸
ゃ
子

と
議
論
し
て
き
た
以
下
ポ
は
、
ま
す
品
一
壬
古
川
と
及
川
円
例
の
状
一
戸
を
整
担

L
f上
、
若
干
の
立
見
を
注
べ
介
い
。

他
人
心
内
椋
モ
メ
タ
タ
ゲ
に
使
用
す
る
む
為

メ
タ
々
グ
い
お
け
る
商
僚
の
使
川
町
い
問
「
匂
従
立
へ
の
議
論
は
、
リ
法
yA
的
に
、

メ
タ
タ
グ
い
他
人
の
同
特
を
キ
v

円、

t
i
と
、
以
て
吉
会
」

丸
一
む
こ
、
と
に
よ
っ
て
、

4
1
一4
3
4

ワ
v

ド
j

之
戸
υ

い

｛
ン
ン
〆
で
の
検
↑
ん
か
パ
件
了
川
市
リ
マ
ヘ
ト
に
、
自
分
の
サ
イ
ト
へ
の
ワ
ン
ク
す
よ
hJ

卜
μ

犯
に
十
一
不
さ
せ
る
場
面
を
想

P

心
、
〆
て
い
f

ロヲ
ニヰ

な

／ 

L、コ
つ
〉己＋Iご

ノ

守T(iGが
と i宝

吊
J) 

Jら
ィ去

;;I、
ハ

、
わ
丸
、
巾
る
平
り
ー
ド
・
メ
タ
タ

そ
こ
で
は
、

タ
タ
グ
に
あ
J

る
弘
、
ワ
下
ド
を
視
認
ど
さ
な
い
ζ
1
J
J
I
L

、
商
師
い
の
使
い
同
L

メ
タ
タ
グ
は
は

お
の
サ
イ
ト
に
お
h

て
一
点
不
」
、
「
ソ
ス
ー

心
臓
に
ク
リ
ソ
ク
」
つ
る
と
視
訟
で
き
、
治
索
L

〆
ジ
ン
を
通
じ
て
呪
誌
で
き
r、
い
る
と

ρ

え
仕
く
も
な
い
と

L
て
、
制
認
牲
を
問
辿
視
7
v

な
、
こ
い
～
ユ
F
L

併
が
ボ
ミ
切
れ
て
い
た

U

亡、ノん払夜、

r
ν
J
f
r
 

メ
タ
ャ
グ
に
お
い
て
住
人
心
批
漂
ケ
毛H
け

4
2
9
る
行
為
が
、
続
開
i

権
士
侵
害
L
U
J

る
と
判
一
が
し
た
裁
判
例

中
1
寸市ハザ

ふと
汁亡
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ハ
〉
最
Y
L

事
件
）
が
現
れ
L
にし

f
F
V
、
、
の
明
円
は
、
一
以
β

円
刷
一
時
機
ア
了
、
投
月
1
4

関
係
に
あ
る
依
ι
一
円
は
、
原
白
尚
H
M
と
額
似
す
る
十
三
J

川刈

を

メ
タ
ャ
グ
に
記
抗
1

ノ、
h

一
心
記
誌
に
仇
ハ
リ
、
拾
い
有
一
サ
イ
ト
ロ
一
言
サ
ー

J

ノ
に
お
い
亡
、

上
記
文
字
列
を
被
佐
川
サ
イ
ト
の
ト
ノ
プ

ベ
ジ
の
説
明
午
、
て
表
不
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る

（
い
ト
）
ゆ
る
記
述
メ
タ
タ
グ
ー
裁
判
所
生
、
イ
〆
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
吋
ィ
ー
卜

に
お
こ
よ
r
不
さ
れ
る
手
業
者
の
時
イ
ト
日
誌
明
は
、
役
務
に
対
す
る
J

山
古
で
あ
り
、
日
、
れ
が
表
不
さ
れ
る
よ
う
に

Z
E｝
ワ
ァ
イ
ル

に
メ
タ
タ
グ
を
記
載
す
る
こ
ζ

法
、
役
務
に
川
崎
山
「
司
令
山
内
を
内
容
と
す
る
恰
報
仕
道
鋭
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
J

る
行
為
に
当
た
る
エ
し

K
A
r
i
l
bホ
J

d

J

、p」
ィ
l」

4
4土

J
A
1れり

i
l
h
川守、レょっ

L
i
t
υ
Z
1内
υ
一に

が
一
誌
、
丸
ら
、
れ
る
山
ド
件
で
お
り
、
そ
の
射
秤
は
ふ

l
ワ
l
ト
・
メ
々
’
タ
ク
の
場
内
に
及
ば
h
d
w
j
－
附
す
る
け
目
的
昨
が
有
力
で
あ
る
c

て
、
商
法
与
仏
条
頃
八
号
に
工
つ
PM標
の
広
告
的
使
用
／
什
為
に
4
4

中
「
る
2
判
前
し
た

U

J

こぺ
J

つ－
L

、

1
1
l
t
一
↑

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

紛
索
結
用
水
L

お
い
て
表
一
小
さ
れ
立
い
キ
1
ワ
1
ヘ
・
メ
タ
タ
グ
の
に
h

今
に
ハ
い
こ
、
む
時

出
川
認
性
心
有
弘
に
い
一
一
人
わ
る

の
で
は
は
く
、
市
的
に
メ
々
タ
グ
の
一
一
山
中
止
L

よ
っ
て
心
一
爪
混
同
か
寸
じ
る
か
ど
う
か
古
検
一
前
ず
べ
き
で
め
る
と
し
て

1

J

b

J

品

少
4
1し
ペ
コ

な
わ
ち
凶
椋
的
使
用

の
該
当
性
九
判
断
（
山
華
内
定
出
く
と
い
う
iv
場
と
解
六
、
れ
る

J

そ
し
て
、
多
数
討
は
、
少
と
〈
と
、
お
原
則
的

に
商
繰
的
使
用
」
を
何
定
す
る
が
、

子〉
d、
し、

ユ
i
f
が
山
一
昨
を
識
別
す
る
樵
弐
下
一
し
亡
メ
タ
タ
グ
ー
と
認
識
す
る
こ
し
れ
か

に
多
数
の
サ
「
卜
が
友
一
小
さ
れ
る
か
っ
工
v

ザ
げ
か
通
常
渋
同
し
な
い
一
一

i
dと
が
挙
げ
、
つ
れ
て
し
る
）

ふ
（
川
一
月
店
と
し
て
、

他
人
の
刷
一
時
を
被
安
川
浩
動
刊
以
青
ピ
使
用
ト
ー
る
行
為

サ
v

ヒ
ス
ケ
い
念
以
に
、
検
京
午
2

J

－
 

ワ
ド
に
関
連
す
る
出
己
ド
検
気
縮
刷
本
封
一
四
の
い
別
さ
れ
た
場
所
h

九
十
点
ぶ
さ
れ
る
場
刊
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
子
、
広
川
け
や
主

検
索
述
政
州
I
U乙
に
お
け
る
何
様
の
伎
一
川
に
悶
了
町
議
論
の
多
く
は
、

C
S四
「
「
h
J
こ
を
ミ
L
n

業
者
の
サ
f
ト
ー
の
リ
ン
ク
が
検
索
リ
ス
ト
の
ト
y
。
ブ
に
米
る
よ
う
な
場
山
を

1
3
i
ワ
i
ド
・
パ
イ

t

と
川
町
し
で
認
識
す
る
議
論
J
も

忘
る
の
役
者
は
、
中
市
ん
に
お
け
る
円
山
止
の
一
一
F

ン
F

ン
グ
競
売
l

庁
ど
ス
に
煩
似
す
る
£
ー
の

2
考
え
ら
れ
｝
白
人
炉
、

γ7 
／ 

υ
Jロ
ノ
れ
ー
ヶ
し
て
J

台、

・1 

木
質
り
町
な
だ
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
統
一
し
て
検
宗
主
均
主
広
告
で
の
常
用
と
し
て
と
ら
と
心
w

し

（！メ人民半、日：／三7引 ll07'20i2. I 



r日

事
業
者
の
広
戸
に
商
僚
が
十
九
了
小
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
尚
悼
法
二
手
一
明
八
口
勺
に
し
う
同
悼
の
広
：
門
的
使
同
行
為
い
訟
？
山
、
凶

操作
mh民
生
円
七
品
と
さ
れ
込
い
る
こ
こ
は
問
題
な
い
ど

主
た
、
検
索
結
果
一
一
一
直
に
お
い
て

事
業
者
心
サ
イ
ト
の
説
明
文
に
出
様
子

J、
円問

十
五
七
さ
れ
る
場
合
に
は
、
前
記
千
円
立
の

や
は
り
均
楳
法

条
一
明
へ
口
勺
が
尚
一
用
さ
れ
る
だ
λ

う

事
件
／
｝
川
様
に

間
設
は
、
ー
の
内
燃
が
コ

i
〕
り
は
よ
f
J
J
I
L
l

ヘ
力
主
れ
ー
に
検
索
ヰ
i
け
ド
概
以
外
に
、
検
索
結
果
削
回
り
ζ

む
場
所
に
も
友
不
宍
れ
な

い
場
合
、
つ
ま
り
h

い
場
合
に
つ
い
て
、
山
吋
行
法
の
h

セ
は
こ
の
よ
う
に
前
釈
す
べ
き
か

民

こ
の
占
d

に
つ
レ
て
下
わ
ー
れ
た
パ
パ
々
ア
際
醇
合
一
判
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
、

原
告
出
品
の
名
称
及
び
以
パ
HPM標
を
芋

l
ワ
l
ド
と

［
て
〆
明
索
し
た
検
索
結
果
べ

l
ジ
に
党
討
が
広

3
r掲
載
ヲ
る
こ
ー
と
が
な
ぜ
版
円
高
開
示
の
使
川
に
設
中
1
7
J
る
の
か
、

原
告
は
明
ら
か
に

し
よ
円
い

J

心
み
な
ら
ず

「
託
の
被
告
の
打
為
は
、
古
川
漂
灰

条
ニ
境
zd什
H
アJ

に
が
較
さ
れ
た
様
パ
ー
の

の
い
A
j
hい

1史

該
当
す
る
と
は
誌
体
的
が
に
い
子
ら
、

本
件
L

汀
行
る
古
川
漂
い
一
山
に
某
づ
く
原
ヨ
ー
に
で
張
は
バ
人
当
亡
あ
る

と
し
て
、
商
品
了
校
没
官
十
石
川
pu

し
た
な
い
山
、
ご
の
事
刊
で
は
不
台
駅
争
紡
け
伏
二
条
嶋
一
号
の
治
巾
J
U
争
わ
れ
た
が
、
裁
判
所
は
、
そ
h
p
J
J
u
w
m告
様
で
と
絞
々

出
町
卒
と
の
類
似
供
三
円
｛
む
し
こ
た
め
、
不
十
「
託
手
持
4
コ
f
心
判
断
に
ー
ゾ
？
り
へ
ら
な
か
っ
た
υ

ベソム抗は、

一日一

杭
認
性
と
尚
様
的
使
川
町
の
内
！
々
を
ア
主
に
す
る
見
解
と
、

y
 

出
所
夜
間
が
μ
ふ
じ
な
い
と
し
C
尚
標
的
使
戸
川
を
汗
定
十
ゐ
見
解
が
之
長
さ
れ
亡
し
い
る

v

」
の
よ
う
な
使
用
形
怒
に
つ
い
て
、

メ
タ
タ
ゲ
同
心
y
i
w
認
性
の

L
F止
に
一
二
わ
ら
な
い
が
、

f色
以
L
L
t

見
た
よ
う
に
、
ト
ャ
？
リ
3

ド
・
メ
タ
々
グ
ノ
〆
」
険
宮
連
動
刷
γ
広
ι
一
汁
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
日
γ一
抗
裁
判
例
は
有
隙
怪
侵
d

百
を
否

定
ず
る
傾
山
に
あ
る
。
視
認
性
比
減
し
て
は
、

コ
i
ザ
が
治
山
余
エ
ン
ジ
ン
に
r
悦
索
エ

i
ワ
i
ド
ヤ
」
人
力
し
、
瞬
時
に
検
索
針
山
市
リ
ス
｝

と
／
山
色
械
が
土
衣
不
さ
孔
る
か
ら
、
州
由
仁

ワ
ト
」
は
る
泌
標
が
よ
衣
以
下
さ
れ
て

ρ
は
J

ど
し
て
も
、

－

日

リ

九

リ

f
J
U

引
対
比
J

J

J
一

4

；

1
7
1
 

、前入心市井

l
ワ
l
ト
と
両
日
十
の
内
向
に
J

川
ら
か
ん
ら
関
連
勺
九
l

丸
山
る
と
認
識
し
て
い
る
ど
ろ
う
し
、
そ
の

一4'cl 
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キ
ー
ワ
ー
ド
L
Y

し
て
使
用
F
る
事
烹
者
が
主
に
期
待
以
て
い
る
こ
と
で
あ
る
点
吹
考
え
れ
ば
、
川
和
認
什
に
こ
だ
わ
る
べ
さ
で
は
な
い
し
）

い
h
y
J
h
に
賛
可
ず
る
。
そ
1

ノ
す
る
ζ

、
問
辿
は
や
は
り
有
標
的
伎
町
の
慌
に
あ
る
y
し
い
え
る
が
、
検
4

守
的
染
1

ス
ト
の
ト
杭
に
官
民
不
き

れ
て
ー
へ
あ
る
い
は
以
口
被
に
以
告
が
お
不
さ
れ
て
止
、

の
み
を
4
J
て
、
山
一
附
抗
不
機
能
を
右
す
る
も
合
つ
な
帯
U
G
2
巾
一
品
刊
標

を
伎
川
川
L
て
い
る
と
ま
で
は
、
1
4九
人
位
い
と
考
え
ら
れ
、

紋
的
に
お
標
権
伝
パ
Z
門

y

」
解
γ
Y
G
こ
と
は
部
T
L

い
と
考
え
い
h

れ
る
。

池
方
、
こ
の
ふ
う
は
山
ー
ぽ
／
仁
為
者
で
あ
る
事
業
荷
台
七
片
付
は
ヰ
」
々
に
し
て
、
他
人
円
高
際
の
A
4机
化
一
向
、
～
だ
取
り
立
に
を
弓
4
t
リ
エ
ナ

る
も
の
で
丸
山
打
、
対
岡
山
法
の
ア
フ
ロ

l
t「F
で
は
な
く
、
行
局
者
5
行
為
規
制
と
レ
丹
羽
山
…
か
ら
不
可
抗
争
日
山
内
止
法
を
一
泊
川
刑
す
る
こ
し
〈
も

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

周
知｜
衣

混
念 L
Z己 か
行し
為
と形
惇弐
す：：is
{,, Iご

し、

古； jT 
iif 21 
能苔
にに〉

ム fJ 
ろ為
ろを点、1 不

守＇ii:
争

1) 

出
所
表
小
機
能
を
白
ず
る
よ
う
な
ず
暗
枚

条

項

い

T
J

の
若
名
表
ボ
胃
凶
行
主
切
な
レ
し

尚
標
ャ
H
W

の
日
間
日
市
と
同
似
に

の
使
用
と
は
一
以
え
ず
、
一
商
品
等
表
不
「
し
て
れ
い
り
使
府

につ
dJVJJL7
る
l
L
は
誌
渋
ら
れ
に
く
い
た
民
、

不
F
競
争
行
為
と
併
す
る
こ
と

も
砕
却
し
い
と
戸

J

づ
っ
れ
る
わ

次
に
、
凶
探
を
キ
i
ァ
i
v
と
し
、
N
M
売
す
る
I
S
F
心
責
江
い
に
悶
し
て
は
、

こ
れ
を
首
授
の
凶
標
権
侵
害
や
ヂ
古
…
抗
争
行
為
J
ぢ

え
る
こ
L
r

は、

キ
ャ
円
、
ド
と
、
）
て
向
田
川
ず
る
凶
作
校
行
為
者
以
卜
に
岡
部
ー
で
、

や
は
り
甲
囚
法
と
同
紙
に
、
故
防
に
土
る
ん
同
不
法
行

為
的
成
斉
問
題
と
、
〆
て
考
え
る
一
、
さ
で
あ
？
、
c

特
に
、
仇
者
名
商
相
を
干
i

リ
マ
ド
と

J

て
川
関
係
な
ア
↓
－
に
収
河
、
〕
、
給
見
的
に
刷
一
時

権
侵
出
け
な
い
し
不
正
説
明
4f為
古
山
部
助
し
た
場
じ
に
は
、
注
主
義
務
違
反
こ
し
て
損
害
賠
償
責
任
を

T
fにす

J

る
三
三
が
で
き
γ

。

Y
4
町
一
一
昨
叩

川
中
の
沈

i

収
〆
｝
右
の
考
察

γ7 
／ 

以
ト
で
述
べ
止
対
W

刊
を
踏
ま
え
℃
、
キ
ワ
ド
倹
ー
ホ
勾
J

Y
与
円
特
権
、
ご
り
河
川
訂
版
及
び
I
d
J
F
O
責
仔
に
議

γ
る
日
中
市
叫
出
法
心
比
較

・1 

を
一
行
レ
、
若
の
考
察
を
加
え
た
い
ー

ーヮの

1！メ人民半、日：／三771 ]](19 '2012. 1' 



r日

：
同
協
仏
行

A
…
ず
の
主
任

比
較
的
に
過
去
の
お
符
な
い

Lν
ジ
、
ス
ス
モ
ず
ル
乙
い
え
る
「
ス
ノ
ト
実
名
」
、
「
メ
タ
タ
グ
に
つ
い
て
も
、
ま
に
羽

ιも
利
尽
き

J、
円問

出i
f手
権

f之
丞三
口

1c' 
/I, 
< " 

Id: 
V、

不
ら＇

＇尽
争
1C" 
[', 
4円J

／ 

、とlj

断、
、－

'. 
，~ 

ろ
っ
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れ
て
い
る
検
必
迷
政
型
広
告
に
つ
い
て
も
、
他
人
心
商
俸
を
快
一
市
三
了
ワ
ー
ド
）
し
て
利
い
？
1

1
）
か
も
九
当
該
キ
v

ワ
白
ド
が
利
用
者

の
サ
イ
ト
な

U
L検
J
糸
口
和
町
ボ
州
国
卜

η
己
主
ヱ
丸
山
什
に
表
示
さ
れ
、

ケ
ー
ス
に
刻
し
て
は
、

日
中
市
叫
辺
の
い
ず
れ

、J、

一
｝
、
、

に
七
れ
い

v
r、立モ

当
談
、
内
問
ん
が
若
れ
両
側
怖
か
北
口
γ
J
4問
阿

bhutmわ
ず
、

そ
こ
に
何
か
の
左
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

帆
品
名
嗣
烈
hv
希
J

沃
化
す
る
行
為
刀
規
制
に
つ
レ
て
、

中
司
法
で
ー
あ
れ
ば
高
際
法
を
湯
川
し
、

木
法
一
し
あ
、
れ
ば
ギ
正
抗
予
防
止
法
を
、
山
店
用
ず
る
点
で
あ
ろ
う
－

－jI
4
J
f
L

、

1
4
1
v
 

キ
1
ワ
l
k
が
視
認
で
き
な
い
場
今
に
つ
い
て
、

当
該
自
椋
が

中
凶
で
は
f

拭
判
例
パ
か
と
い
が
、

私
見
と
し
て
は
、

老
名
古
川
辿
ー
で
丸
う
て
、
仏
社
白
石
市
内
悼
を
希
釈
化
者
し
く
は
J

は
、
中
凶
法
亡
は
山
様
車
川
f
「
民
法
解
釈
一
条

円すに
13

い
て
、
者
名
附
一
引
の
似
護
に
つ
い
て
民
認
必
同
ど
安
打
と
せ
ず
、
品
川
机
仕
を
も
た
つ
ず
つ
為
も
綬
半
一
戸
す
る
た
め
、
商
出
い
権
綬
半
一
行
r渇

と
判
断
で
き
る
ハ
ま
ー
に
、
当
該
商
標
ぃ
P
4
口ι
同
一
尚
烈
で
為
る
お
ム
ロ
に
、
出
－
叶
の
止
mdu出
向
ま
て
は
A
J
守
ぷ
ド
ノ
〈
、
い
と
考
え
つ
れ
る
た
め
、
尚

標
円
四
日
以
主
と
ず
る
こ
と
け
凶
様
で
あ
る
が
、
検
村
沢
川
知
栄
一
刈
河
し
し
に
お
け
る
丘
一
政
行
為
者
の
作
イ
ト
へ
の
け
、
J

ク
な
い
し
以
己
の
具
体
的

な
い
氏
一
ハ
烏
所
な
と
を
勧
，
条
、
）
亡
、
山
山
所
の
ぷ
認
民
同
よ
り
も
ぶ
〈
解
釈
で
き
る

1
1
m
解
L

を
お
く
場
ム
円
に
は
、

と
黙
す

る
余
地
が
あ
る
〉
一
考
え
る
c

こ
れ
に
対
し
て
行
本
ど
は
、
級
品
川
、
連
防
川

f
h
仏

Z
？
？
ピ
ス
に
悶
F
J
4
0
パ
パ
イ
ア
事
件
い
ご
は
有
限
棒
伝
J
百を
r
H
J
H
～
L
て
い
る
」
羽
行
作

の
解
釈
と
し
て
、
「
内
標
的
使
用
i

な
い
し
一
向
じ
刊
呼
表
不
〆
｝
し
て
の
渋
川
」
九
J

ハ
ー
ド
ル
に
な
打
、
や
I
H
f
行
局
者
の
行
為
を
高
川
際
権

r
問
弁
白
い
し
木
正
IA予
行
為
と
認
吟
る
こ
と
が
澄
峨
で
あ
る
。



I
S
P
の
よ
民
任

d
i
臼
で
は
、

－
S
P
が
共

47h
渋
行
為
責
任
を
負
う
こ
乙
は
裁
判
例
に
お
い
て
伐
に
明
確
に
ぶ
さ
れ
て
い

Q
〉

裁
判
例

日
本
で
は
、

は
ま
だ
出
ら
れ
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
ピ
学
一
説
上
で
は
共
同
不
法
行
為
玄
粁
が
問
わ
れ
る
川
能
性
を
提
起
し
て
い
る
つ

こ
こ
で
ハ
ド
ル
と
な
り
（
侍
る
け
は
、

1
8
p
p
h
k月
不
法
七
為
責
仔
合
同
う
場
九
μ
に
、
ム
ロ
ヨ
」
尽
な
、
け
す
応
義
務
と

L
て
の
脊
査
義
務

z
V
｝
安
求
一
q
，
司
令
、
ア
こ
は
、

I
S
F
は
ζ

っ
て
h
k

広
大
な
ノ
「
円
相
一
二
日
る
の
か
、
え
は
士
冗
桁
の
や
～
歩
合
阻
害
す
る
の
か
、
で
あ
（

οn

し
か
し
、

1
3
P
は
、
常
利
口
判
的
で
検
主
連
説
型
？
仏
パ
円
サ

lυ

ス
を
合
行
ピ
ジ
ア
い
ス
不
デ
ル
を
問
先
し
、
山
明
京
結
束
の
計
百
ツ
ヂ
操

L

ん

［
た
り
、
早

l
ワ
l
ト
肝
ぃ
入
者
の
り
山
止
円
を
い
判
的
円
不
し
た
h

り
し
て
い
る
。
ま
た
、

I
3
P
は
、
サ
ー
ビ
ス
引
い
用
v刊
の

2
1
ワ
l
i購
入
に
際

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

し
て
、
そ
心
身
U
や
キ

1
ワ
l
p
止
を
使
用
す
る

υ的
な
ど
の
関
連
情
報
乞
収
柔
し
得
る
立
ぬ
に
為
h
、
ど
心
ょ
、
つ
な
キ
l
ワ
l
n
が
よ

く
売
ら
れ
て
い
る
か
に
ぺ
い
て
も
、

科
目
は
あ

L

知
り
作
る
！
v
ぬ
に
の
る
つ
、
一
れ
ら
む
こ
と
乞
考
入
れ
ば
、

ー
お
い
ム
に
ん
J

埋
的
、
に
な
義
務
心

内
容
と
し
て
た
の
審
査
義
務
J

付
課
し
て
も
、
必
ず
し
ら
結
と
は
い
、
凡
な
い
の
で
は
沿
か
ろ
う
か
わ

ま
ャ
て

検
定
エ
ン
ジ
ン
円
体
は
向
ぽ
で
後
禄
な
技
術
心
開
岱
ん
を
山
す
る
こ
と
は
認
め
る
け
小
、
校
索
ム
伊
川
町
山
刑
伊
川
山

E
ヲ
i
ピ
ス
は
、

仏
川
一
口
、
土
の
サ
イ
ト
ヘ
の
j
ン
ク
K
M
い
し
広
青
を
、
あ
る
キ
ー

η
iド
を
検
去
、

M
1倹小判
h
b
4
v
v
八
南
西
の
作
い
ど
の
場
所
に
」
丘
小
、
す
る
サ

i
H

え
で
あ
り
、
ド
注
、
〆
た
よ
う
に
、

ピ
ジ
ス
ス
℃
て
一
一
J
j
v
ζ
L
C
託
、
人
の
「
永
ヅ
ト
五
名
」
サ
ピ
ス
、
。
り
B

洗
練
さ
れ
て
い
る
が
、
岐
市

回
で
は
決
し
て
進
歩
し
た
被
葬
勾
1t
の
で
は
な
い
こ
考
え
ら
れ
る
た
め
、
係
十
壮
凡
認
め
を
諜
」
ヨ
F

W

｝
ノ
↓
に
よ
っ

のJ

進
一
広
が
間
云
さ
れ

る
と
い
っ
こ
張
は
去
り
げ
た
な
い

そ
も
そ
も
、

ボ
国
刀
～
J
L
4
d
E
1
事
件

いわ、一、
I
A寸
バ
サ
折
口
U
己
hn

才
t

J

T

Z
了
一
？
「
J
r
f

揺
し
た
よ
う
に
、
、
一
の
よ
う
ば

i
京
は
、
法
規
定
Jt況…一一
o
J
Q
述
由
に
な
ら
な
い
と
い
わ
ぎ
る
を
山
わ
な
い
n

γ7 
／ 

問
題
は
む
し
ろ

i
S
F
に
対
し
℃
口
体
的
に
ど
の
よ
、
勺
立
事
前
審
査
義
務
を
ポ
「
べ
き
か
、

で
あ
る
。
こ
の
口
、
に
河
L
て
、
中
司
教

・1 

川
例

3ι
お
け
る
判
一
一
小
か
恭
一
者

vι
は
ろ
う
ー

て
九
司
町
立
、

1
1
1
1
r
l
v
 

の
引
川
刷
者
が
キ

l
ワ

l
ト
と
［
て
購
入
一

3
匂
場

コ
ま
れ
ノ
、
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r日

合
は
、
川
町
、
っ
か
に
他
人
の
商
標
比
仰
を
れ
ほ
山
き
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
’

f
ス
に
該
当
、
ぺ

I
S
F
の
春
本
古
今
坊
が
出
弔
さ
れ
る
と
判
示
し
て

お
り
、
打
者
名
剤
師
叩
か
普
通
の
育
刷
怖
か
に
よ
ヮ
て
、

1
5
F
の
審
封
一
執
務
の
レ
ベ
ル
を
区
別
す
る
げ
場
を
採
一
っ
て
い
る
〉
守
ノ
際
、
他
人
幻

J、
円問

商
僚
を
快
宗
午
－
l

ワ
v

ド
こ
1

J

て
購
入
す
る
政
機
は
、
十
八
括
、
当

d
p阿
惚
の
知
名
皮
に
悼
ん
一
京
、

J

た
い
」
乙
三
考
え
ら
れ
る
か
り
、
著
名

高
検
を
山
中
心
に
高
査

L
、
指
標
権
佼
山
口
ろ
も
為
な
、
し
ボ
け
は
司
令
七
為
を
院
視
す
る
μパ
MIpzf｝
取
れ
ば
、

μ
民
主
を
効
半
良
ノ
＼
抑
引
で
き
る
に

ろ
う
U

I

戸
、
が
っ
て
、
若
名
高
除
か
に
い
っ
か
か
一
一
（
ノ
の
祈
擦
と
し
て

1
5
p
の
喜
堂
義
務
九
七
八
一
川
じ
る
こ
と
は
有
廷
で
ふ
め
る
ζυ
ぢ
え
る

U

山地に

ψ
l
議

PMF＼
九
州
通
f
M
市
の
川
出
と
し
て
も
』
引
用
さ
れ
る
よ
う
ぷ
場
ベ
円
に
は

事
心
主
義
務
を
軽
減
す
べ
き
と
い
h

つ
い
ア
説
の
よ
川
崎
も
小
き

才L
イ

る
一
考
に
な
る
と
翠
わ
、
れ
る
一
例
え
は
、
裁
判
例
。
の
よ
う
な
ん
ノ

l
ス
に
お
い
て
、
も
し
中
1
「
刊
か

l
ワ

l
ド
心
境
川
が
出
漂

む
正
当
枝
市
L

談
当
す
る
可
能
怜
が
あ
る
場
合
に
は
、

l
s
rに
泊
皮
な
南
青
義
ι品
川
を
謀

L
て
間
漂
い
心
訴
し
い
刊
釘
セ
設
い
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う

い
ず
れ
片
し
て
も
、

存
者
投
務
心
中
身
ん
ど
明
維
に
線
引
き
ず
る
こ
と
は
が
易
で
は
沿
〈
、

凶
日
体
ょ
的
、
な
h
W
7
J
に
お
け
る
キ

i
ソ
i
v
の

使
川
市
状
況
に
τい
守
二
L

判
断
し
ん
μ古
け
れ
ば
な
ら
ず
れ
M
い
っ
円
て
の
立
法
九
L

ん
と
え
い
祥
査
体
制
を
笠
え
ー
も
、

［
お
P
A
が
白
身
の
ヰ
ノ
ー
ビ
ス
利

い
い
者
に
一

t
q
一M
H同
権
問
述
の
口
以
ωナ
行
為
を
「
べ
て
見
分
け
て
防

ι「
勺
こ
と
は
不
可
能
さ
あ
る
乙
主
人
だ
、

I
S
P
が
J
早
川
利
目
下
的
↑
＼
新
た

な
ピ
ジ
永
ス
モ
デ
ル
ヤ
、
問
品
川
、

J

説
い
」
ト
ゆ
る
胞
内
に
単
に
利
訴
の

Q
Lへ
ん
川
】
を
市
品
川
引
す
る
た
け
で
な
く

そ
の
モ
デ
ル
に
志
ur引
J
1
る
忠
円
～
の

危
険
性
を
叩
認
識
し
、
主
絞
り
ユ
叫
け
に
d

る
利
用
状
況
主
防
案
し
て
、
審
査
体
制
の
吠
一
備
を
へ
門
的
て
！
日
に
改
詳
の
努
力
を
払
う
〉
f
↓L
で

あ
る
と
考
九
、
社
会
情
勢
ゃ
い
い
は
帆
水
準
な
J

か
っ
容
鋭
的
に
兄
て
、
妥
点
、
こ
さ
れ
る
阿
佐
又
町
一
審
公
体
制
す
笠
備
1

／
な
い
は
均
台
に
は
、
九
円

述
μ
出
ば
！
日
意
義
政
引
を
果
に
し
一
に
い
白
い
と

L
て
、
川
台
止
九
百
江
「
を
同
川
わ
れ
マ
、
h
1

岐
ー
で
あ
ろ
う
こ
い
ラ
え
司
令
。

日記 I、江主＇ 61 '" 80）キl;2 [2υ12. 1、



オョ

り

！プ

本
一
恰
て
は
、
検
A
W一
一
法
政
明
広
育
江
戸
の
汁
1

ピ
ス
に
お
け
る
ヰ
y

ワー

育
機
沼
山
〆
」
の
以
触
問
忍
に
つ
ド
て
、
ミ
ー
ヮ
ー

ド
を
設
定
し
使
用

T
G
9
1法
行
品
者

η
ろ
も
為
白
休
日
作
賞
z
ゼ
ヘ
岬
じ
た

i
、
ψ
i
議
サ
ピ
ス
を
提
供
す
る
理
一
間
湖
ソ
者
で
占
め
る
1
5
V
の

告
が
fυ
を
ふ
初
斗
刊
し
た

作1

ノヘ

凶
、
ポ
述
引
内
？
中
広
告
な
と
J

ン
タ

l
ネ

J
L

三
川
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
ヨ
て
、
一
U
一一パ
V

サ
イ
二
日
下
、
と
持
述
付
け

る
品
川
素
Lttl
り

l
ト
と
し
て
設
定
し
使
用
ず
る
ば
接
行
為
者
の

h
為
は
、
新
た
な
怒
川
の
L

抗
標
権
問
中
小
読
む
一
戸
川
開
店
を
伏
在
し
て
し
る
。
し

ド/;i;;cに芯：7芯油棺3コ保υさと Is ，，心安打

j
v
L
、
従
来
mv
紛
予
か
ら
車
ね
ら
れ
て
き
た
学
現
は
判
例
は
、
新
し
い
花
術
ど
利
則
し

し
い
セ
！
ピ
ス
か
ら
パ
マ

た
な
類

必
ず
し
も
後
能
で
き
な
い
と
い
う
わ
行
ず
に
は
な
い

本
稿
で
は
、
、
、
の
般
の
小
山
町
市
古
の
ι引
処
万
一
，
い
と
し
て
、

士一

C
同
様
に
ワ
い
て
、

な
t
u
fい
け
川
置
の
提
ヨ
ー
よ
い
刊
と
く
、
可
つ
中
川
凶
（
山
山
祝
行
商
店
開
店
廷
び
不
J

乙
硯
争
紡
τ
H
出
の
隊
釈
に
よ
る
ア
プ
日
l

j

J

ー
を
崎
山
コ
訂
し
た

J

そ
し
て
や
む
桐
で
は
同
長
悶
t
p
J

者
で
あ
る
i
S
F
C
責
日
い
い
に
つ
い
て
も
枚
J

けい、

I
S
F
が
容
と
芯
務
、
中
内
パ
什
2
す
る
ム
口
川
「
一
的
な
け
ム
一
百

賞
作
を
色
、
つ
べ
き
で
あ
る
と

1mノ
斗
場
を
八
千
ザ
た
戸
商
標
権
侵
常
行
為
γ

と
不
正
一
一
可
予
行
為
は
引

i

夜
、
ー
ゲ
ア
ハ
ノ
、
イ
、
〆
タ
：
れ
ッ
ト
ー
に
h
L

ご
ト
ミ
規
制
ず
べ
き
で
あ
れ
、
商
標
持
者
の
努
力
に
よ
っ
て
p

什
り
山
叫
し
た
信
用
乙
、
消
費
者
の
科
目
仰
な
ど
を
保
護
す
る
い
臥
点
か
ら
与
え

て
も
、
私
心
ば
あ
る
イ
ソ
〆
タ
ー
大
7

ト
付
会
を
作
り
川
M
す
必
市
北
が
あ
令
。
本
稿
で
絞
り
l
い
に
ピ
裁
川
川
例
に
丘
場
L
2
1羽
致
問
守
有
は
、

わき間一合、

μ
山尽な？
r

を八
d
u
k
、
A
A
f

け
で

ωも
は
や
河
川
小
、
日
ベ
〆
チ
ャ

l
作
業
で
は
な
く
、
阪
に
エ
れ
ぞ
れ
の
業
界
に
お
い
て
大
き
：

γ7 
／ 

民
党
区
山
し
、
問
界
的
に
有
名
日
企
業
与
一
時
ば
れ
る
よ
う
に
烹
3
γ

い
る

U

い
わ
ば
イ
ン
タ
ー
不
ゾ

i
業
界
心
リ
i
ゲ
で
も
占
め
る
口
ー
の
ゆ
人

・1 

止
に
、

J

J

タ
l
pい
サ
ト
の
礼
信
生
古
川
一
さ
せ
る
新
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
下
手
4
4

し、
i

一
九
ず
の
V
Hン
ネ
ス
」
引
火
に
努
力
［
て
レ
る
i
吊
P
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r日

に
は
、
府
特
椅
担
の
正
当
な
利
衿
と
消
費
者
の
利
益
に
J
G
戸
な
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